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１．事業の目的 

 

母子家庭は１２０万世帯、児童扶養手当受給者は８０万人を越え、母子家庭の母親が

抱える課題は、雇用機会が少ないうえ職場に復帰したくてもそのための技能がない、仮

に雇用されたとしても定常的な収入がなく子供の教育費などの支出もままならないなど、

益々顕著になってきている。 

このため、当ＮＰＯ法人あごらでは、安定して母子家庭の母親が在宅就労で仕事が行

えるよう、データセンターを現在整備しているところである。母子家庭の母の就業者か

らは仕事を円滑に行う上での様々な課題が寄せられており、具体的には、孤独な作業で

あるので自分の仕事の出来映えが評価できない、子育てとの両立が難しい、また一方で

データセンター側からは、就業者の技術レベルがまちまち、在宅での仕事が見えなく安

心して仕事が出せない、データの機密保護がされないなどが多くの課題が挙げられてい

る。 

本事業は、諸課題に対応するため、在宅ワーカがインターネットを通してパソコン端末か

ら自分のスキルにあった仕事を選ぶことのできるような就業情報提供システムの構築を行う

ことによって、ひとり親家庭の母親がスキルアップに応じて仕事の領域を拡大し就業支援、

ひいては子育て支援を実施する。さらに当システムの利用を全国的に展開するため、拠点モ

デルを実施し、普及活動を行っていく。 
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２．実施内容 

 
２・１ 実施方法・内容 
（１）．就労支援評価委員会の開催 

①設置目的 

・就労支援評価委員会の設置 

本事業の推進に際し、事業のコンセプト、事業の内容、システムに関する内容の検

討などを評価するために、有識者、専門家による委員会を設置し、基本方針やフレー

ムワークの検討を行った。 

 

・ワーキンググループの設置 

さらに委員会のもとにワーキンググループを構成し、実作業を進めた。 

 

 
②委員構成（計１２名） 

 

委員長 林 喜男  慶應義塾大学名誉教授 

委 員 東明佐久良  大妻女子大学社会情報学部教授 

船井洋文   ㈱日立製作所公共営業本部顧問 

久保勲    ＮＰＯあごら理事長 

板倉範幸   東京ガス・エンジニアリング㈱マッピング技術部長 

城信雄    ＮＰＯあごら企画委員 

須藤正幸   東京都ビジネスサービス㈱情報システム部課長 

馬渡恭三郎  ㈱クロスランゲージ翻訳サービス部 顧問 

鶴岡良光   東京都ビジネスサービス㈱取締役 

向井通江   ㈱現代家族問題研究所主任研究員 

保坂圭太   カテナ㈱社会公共システム研究員 

今泉裕史   カテナ㈱社会公共システム研究員 

 

③委員会開催時期、場所、出席人数、議題 

第1回就労支援評価委員会議事録 

日 時：平成18年6月22日（木）13：00～15:00 

場 所：麹町参議院議員宿舎第2会議室 

出席人数 １２名 
議 題： 

   ・調査方針の検討 

   ・母子家庭等のニーズ調査 

・今回の事業の方針 

 

第2回就労支援評価委員会議事録 

日 時：平成18年8月21日（月）13：00～15:00 

場 所：麹町参議院議員宿舎第2会議室 

出席人数 １０名 
議 題： 

   ・実施状況の報告 

   ・就労支援モデルの作成 
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第３回就労支援評価委員会委員会 

日 時：平成18年10月16日（月）13：00～15:00 
場 所：麹町参議院議員宿舎第2会議室 

出席人数 ９名 
議 題： 

   ・就労支援モデルの作成についての検討 

   ・今後の作業 

 

第4回就労支援評価委員会議事録 

日 時：平成18年12月18日（月）13：00～15:00 

場 所：麹町参議院議員宿舎第2会議室 

出席人数 ８名 
議 題： 

・モデルのケーススタディ 

       ・モデルの内容について検討 

 

第5回就労支援評価委員会議事録 

日 時：平成19年2月5日（月）13：00～15:00 

場 所：麹町参議院議員宿舎第2会議室 

出席人数 １２名 
議 題： 

・事業の評価 
・今後の計画について 
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（２）ワーキング委員会の開催 

①設置目的 

 本事業の中で、実作業を行うためのワーキングを設置した。 

 
②構成（計７名） 

委員 保坂圭太  カテナ㈱社会公共システム研究員 

   今泉裕史  カテナ㈱社会公共システム研究員 

   笹川典子  カテナ㈱社会公共システム研究員 

   向井通江  ㈱現代家族問題研究所主任研究員 

須藤正幸  東京都ビジネスサービス㈱情報システム部課長 

馬渡恭三郎 ㈱クロスランゲージ翻訳サービス部 顧問 

城信雄   ＮＰＯあごら企画委員 

 

③委員会開催時期、場所、出席人数、議題 

第1回ワーキング議事録 

日 時：平成18年6月12日（月）13：00～15:00 

場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 
議 題： 

  ・インターネットを利用した在宅就労の課題抽出 

   ・就業情報提供システムの検討 

・ワークング委員会の件 

第2回ワーキング議事録 

日 時：平成18年6月22日（木）15：00～17:00 
場 所：麹町参議院議員宿舎第2会議室 

出席人数 ７名 
議 題： 

   ・インターネットを利用した在宅就労の課題抽出 

    ・就業情報提供システムの検討 

第3回ワーキング議事録 

日 時：平成18年7月3日（月）13：00～15:00 
場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 
議 題： 

   ・就業情報提供システムの検討 

   ・今後の検討項目 

第 4回ワーキング議事録 

日 時：平成 18年 7月 18日（火）13：00～15:00 

場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 

議 題： 
・インターネットを利用した在宅就労の課題抽出 

   ・今後の検討項目 
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第5回ワーキング議事録 

日 時：平成 18年 8月 7日（月）13：00～15:00 

場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 

議 題： 

・就業情報提供システムの検討 

      ・今後の検討項目 

第 6回ワーキング議事録 

日 時：平成 18年 8月 21日（月）15：00～17:00 

場 所：麹町参議院議員宿舎第2会議室 

出席人数 ７名 

議 題： 

・ 就業情報提供システムの検討 

・ 在宅ワーカの意見集約のためのＷＥＢアンケートシステムの開発の検

討 

・ 今後の検討項目 

第 7回ワーキング議事録 

日 時：平成 18年 9月 4日（月）13：00～15:00 

場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 

議 題： 

・ 在宅ワーカの意見集約のためのＷＥＢアンケートシステムの開発の検

討 

・ 就業のための業務開拓活動について 

第 8回ワーキング議事録 

日 時：平成 18年 9月 19日（火）13：00～15:00 

場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 

議 題： 

・ 在宅ワーカの意見集約のためのＷＥＢアンケートシステムの開発の検

討 

・ 就業のための業務開拓活動について 

第 9回ワーキング議事録 

日 時：平成 18年 10月 16日（月）15：00～17:00 

場 所：麹町参議院議員宿舎第2会議室 

出席人数 ７名 

議 題： 

・ 在宅ワーカの意見集約のためのＷＥＢアンケートシステムの開発の検

討  

・ システムの運用および評価 
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第 10回ワーキング議事録 

日 時：平成 18年 11月 9日（木）13：00～15:00 

場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 

議 題： 

・システムの運用および評価 

・ 就業情報提供システムの普及活動 

第 11回ワーキング議事録 

日 時：平成 18年 11月 20日（月）13：00～15:00 

場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 

議 題： 

・ 就業のための業務開拓活動について 

・ 就業情報提供システムの普及活動 

第 12回ワーキング議事録 

日 時：平成 18年 12月 4日（月）13：00～15:00 

場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 

議 題： 

・ 在宅ワーカの意見集約のためのＷＥＢアンケートシステムの開発の検

討 

・ 太田、貝塚での実証実験計画の検討 

・ 就業情報提供システムの普及活動 

第 13回ワーキング議事録 

日 時：平成 18年 12月 18日（月）15：00～17:00 

場 所：麹町参議院議員宿舎第2会議室 

出席人数 ７名 

議 題： 

・就業情報提供システムの普及活動 

・ 太田、貝塚での実証実験についての評価 

・ 在宅ワーカの意見集約のためのＷＥＢアンケートシステムの開発の検

討 

第 14回ワーキング議事録 

日 時：平成 19年 1月 15日（月）13：00～15:00 

場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 

議 題： 

・ システムの運用および評価 

・ 太田、貝塚での実証実験についての評価 

・ 就業情報提供システムの普及活動 

第 15回ワーキング議事録 

日 時：平成 19年 2月 5日（月）15：00～17:00 

場 所：ＮＰＯ法人あごら本部 一番町事務所 

出席人数 ７名 

議 題： 

・システムの運用および評価 

・就業情報提供システムの普及活動について 
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 7

（３）実施内容 

本事業では、具体的には以下のような内容を行った。 

 

①インターネットを利用した在宅就労の課題の抽出 
 インターネットを利用した在宅就労は、生活時間に就業時間が制約されないというメ

リットを持っている反面、就労実態がわからない、データの機密保護などの問題があげ

られる。これらの課題を以下の２つの側面から抽出し、その解決策について、アンケー

トなどを通じて明らかにした。 
1)在宅就労者の側からの課題 
2)業務提供者の側からの課題 

 
②就業情報提供システムの検討 
インターネット上でスキル診断、就業情報紹介（仕事のリスト提供）などの機能を持

ったＷｅｂサイト開発の検討を行う。要件定義、システム構成などの検討を行った。 
 
③スキル診断システムの開発 
自分のスキルレベルを診断できる手法を検討し、Ｗｅｂ上で診断できるシステムの検

討を行った。 
 
④就業情報提供システムの開発 
インターネットを通じて仕事をリストにして提供し、自分のスキルレベルに応じた仕

事の選択が行えるようなシステムを開発した。 
1)ニーズにあった仕事の確保 
 2)能力に見合った仕事の紹介 
 

⑤在宅ワーカの意見集約のためのＷＥＢアンケートシステムの開発 
パソコン端末から子育てや母子家庭に係わるさまざまな意見を集めることのできるアンケ

ートシステムの検討および開発を行った。 

 

⑥就業のための業務開拓活動 

今回開発するシステムを利用して当あごらとしては在宅で行えるデータ入力業務などを受託す

るための開拓活動を行った。具体的地区として、貝塚市、太田市をターゲットとした。 

 

⑦就業情報提供システムの試運用 

就業情報紹介システムの運用を、実際にモニターを使って試行した。 

 

⑧就労支援の評価 

 ひとり親家庭の母にシステムを利用してもらい、就業支援の効果を分析し評価した。 

 

⑨就業情報提供システムの普及活動 

 当事業はＮＰＯ法人あごらで行うものであるが、今回開発したシステムは全国普及を目指

しており、そのための拠点モデルを貝塚市、太田市で行った。 

 
 



 （４）実施スケジュール 
 

表 １―１ イターネットを利用した就業情報提供システムによるひとり親家庭の母親の就労支援事業 スケジュール 
 

インターネットを利用した就業情報提供システムによるひとり親家庭の母親の就労支援事業　スケジュール

平成18年4月 5月 6月 7月 8月 9月
企画検討 ①インターネットを利用した在

宅就労の課題抽出（6月中旬ま
で）

①インターネットを利用した在
宅就労の課題抽出（6月中旬ま
で）

②就業情報提供システムの検
討（7月まで）

③スキル診断システムの開発(9
月まで)

③スキル診断システムの開発(9
月まで)

②就業情報提供システムの検
討（7月まで）

③スキル診断システムの開発(9
月まで)

④就業情報提供システムの開
発(9月まで)

④就業情報提供システムの開
発(9月まで)

⑥就業のための業務開拓活動
（10月まで）

⑥就業のための業務開拓活動
（10月まで）

6月12日（月）
第1回　ワーキング委員会

7月3日（月）
第3回　ワーキング委員会

8月7日(月)
第5回　ワーキング委員会

9月4日（月）
第7回　ワーキング委員会

6月22日（木） 7月18日(火) 8月21日（月） 9月19日(火)

第1回 就労支援評価委員会 第4回 ワーキング委員会 第2回 就労支援評価委員会 第8回 ワーキング委員会
第2回　ワーキング委員会 第6回　ワーキング委員会

10月 11月 12月 1月 2月 3月
⑤在宅ワーカの意見集約のた
めのＷＥＢアンケートシステムの
開発（11月まで）

⑤在宅ワーカの意見集約のた
めのＷＥＢアンケートシステムの
開発（11月まで）

⑧就業情報提供システムの普
及活動

⑧就業情報提供システムの普
及活動

⑨報告書の作成 報告書印刷

⑥就業のための業務開拓活動
（10月まで）

⑦システムの運用および評価 　

　 　
10月16日（月） 11月9日(木) 12月4日(月) 1月15日(月)

第14回　ワーキング委員会
平成19年2月5日（月）

第3回　就労支援評価委員会 第10回　ワーキング委員会 第12回 ワーキング委員会 第5回 就労支援評価委員会
第9回　ワーキング委員会 11月20日（月） 12月18日（月） 第15回 ワーキング委員会

第11回　ワーキング委員会 第4回 就労支援評価委員会
第13回　ワーキング委員会
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２・２ 実施の背景 
（１）母子家庭の急増 

 母子家庭の中で、児童扶養手当の支給を受けている世帯は下図のように９０万世帯を

越え、相変わらず生活の窮状が続いている現実がある。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        図２－１ 児童扶養手当受給者の推移 
              （厚生労働省資料） 
 

ひとり親家庭の母親に対する就業支援、技術研修は、厚生労働省の施策として平成１

４年度から様々な施策が講じられている。しかしながら、生活時間の自由度の少ないひ

とり親家庭の母にとっては、固定した勤務先ではなく、在宅などの自由度の高い場所で

の業務にメリットがある。母子家庭の母親にとって在宅就労へのニーズは高い。 

 

児童扶養手当受給者数の推移
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在宅就労への関心在宅就労への関心

 
 

 
 

正業として関心が
ある, 94

副業として関心が
ある, 223

関心がない, 92

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２－２ 「ひとり家庭の母に対する就労実態調査―在宅就労への関心」 

（ＮＰＯ法人あごら平成１６年度調査） 
 

在宅就労の魅力（複数回答）
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76％を占める!!
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 在宅就労ニーズを実現するための道具として、パソコン保有率は高く、在宅就業がこ

 

 
 

 
 

図２－３「ひとり家庭の母に対する就労実態調査－パソコン利用」 

（ＮＰＯ法人あごら平成１６年度調査） 

 

パソコンに関して

からのひとり親世帯の母にとってのキーワードとなるであろう。 れ
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コンを保有してい
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ひとり親世帯の
パソコン所有率は、75％!! 習得希望83％習得希望83％

普段はメールやインターネット等趣
味に利用しているが、今後仕事等
にも利用していきたいと考えている。
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パソコンの使用状況
9%

32%

58%

パソコンを使っている

ソコンを使えない

平成13年　母子世帯の母への就業支援に関する調査より

パソコンの使い方その他

パ

77%

16%

2%

40%

5%

職場で仕事のために使っている

家で勤め先の仕事のために使っている

家でパソコンを使った在宅ワークをしている

家で趣味や情報収集のために使っている

その他

今後使えるようになりたいか？

78%

20%

2%

はい

いいえ

無回答

何のため
に使用？

23%

22%

54%

50%

3%

現在の仕事のため

在宅で仕事をするため

転職や再就職のため

趣味や教養のため

その他

どのような
目的で？

49.4%

29.7%

23.6%

22.8%

15.2%

10.3%

7.6%

8.7%

8.0%

9.9%

5.7%

1.9%

平成１３年度情報通信機器の活用による在宅就業実態調査、

厚生労働省雇用均等・児童家庭局より）

仕事の確保

単価が安いこと

ハード・ソフトウエアのレベルアップ

能力・知識の不足

忙しすぎる、体力的にきついこと

病気など納期間際のトラブルへの対処

大きな仕事を引き受けるための仲間・人材の確保

税務問題

その他

(無回答)

図 ２－４ 母子家庭のパソコンの状況（ＮＰＯ法人あごら平成１６年度調査） 
 

図 ２－５ 在宅就業で困っていること（女性） 
（ＮＰＯ法人あごら平成１６年度調査） 

仕事をする場所の確保

取引先とのトラブル
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 児童扶養手当の現状は、ひとり親家庭の母親がもっと働く機会が多くあって、努力す

ればするほど報われる社会構造であるべきだが、就業の機会は必ずしも多いとはいえな

。ひとり親家庭の母親は、子どもが保育園に入園していることを就職の条件にしてい

企業も多いのに、保育園に入園させる条件が働いていることという矛盾した社会情勢

中にいる。実際は、短時間のアルバイトを複数こなすことで生計をたてている場合が

い。ひとり親家庭で育った子どもは、親に遠慮して苦しいことを相当ひどくなるまで

慢する傾向がある。一方、母親は、父親のかわりをしようと様々な頑張りを見せる。

には、日曜にドライブに連れて行くという人もいる。このように親子ともに肉体的、

神的な負荷が大きい。 
 
たとえ外で仕事をする機会があっても、「母親の帰る前に子どもが空腹になり、お菓

を食べて夕食を全部食べられない」という子育て中の意識や現状が外で働くことへの

抗となっている。このような例からも、母親が自宅で仕事ができる環境が必要である。

た、在宅で仕事をしていくためのスキルをあげるための教育も自宅で習得できる環境

必要である。この点から在宅就業及び在宅学習（就業支援としてのスキル研修）が不

欠と考えられる。 

在宅就業は、自

己管理がきちんとできれば家族とのコミュニケーションや安定した収入を確保する

とができる。在宅就業は、個人事業主であるという意識を持たなければならないこと

、まだ事例の少ない成功するための方法論を多くのひとり親家庭の母親に対して啓蒙

このようなひとり親家庭を取り巻く厳しい社会環境から、在宅就業へ向けてのスキル

修及び業務紹介の仕組み検討を当事業では進めていく。 

い

る

の

多

我

中

精

 

子

抵

ま

が

可

 
宅で仕事ができることで通勤時間の節約、勤務時間の融通性ができ、

自

こ

や

ていくことが今後は必要である。 し

 
 

研
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２・３ ＮＰＯ法人あごらが進めるひとり親家庭へ就労支援体制 
（１）ひとり親家庭の母への支援事業 

 ＮＰＯ法人あごらは、雇用不安、生活不安を抱える人々、とりわけ、ひとり親家庭の

母親に対して、就労や子育ての相談を行うとともに、在宅によるパソコンを使った地図

や図面の入力技術の習得と就労保障を柱に、在宅業務支援、経済的・精神的ケア等の自

立支援を行い、将来をになう子どもたちを応援しようとする趣旨で、平成１４年１０月

に特定非営利活動法人として発足した。 

当ＮＰＯ法人あごらが行っている事業の主要なものは下図のように、就労支援、教育

研修、そして相談業務である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労支援就労支援

教育研修教育研修
相談業務相談業務

情報提供情報提供

啓蒙普及啓蒙普及教材提供教材提供

調査研究調査研究 ＮＰＯ法人あごら
 

 

 

 

 

図２－４ＮＰＯ法人あごらの事業  
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 現段階での就労支援の実績は以下の通りである。法人の設立当時に比べると、格段に

 
 
 
 
 
 
 
 

就労支援に実績があがってきている。 
 
            表２－１ ＮＰＯ法人あごらの就労支援実績 

２００

教育研修

７年１月現在

業務種別 発注者 支援実績

厚生労働省から受注（１８年度）
（雇用均等・児童家庭局家庭福祉課、総務課）
ホームページ作成　2件
アンケート入力　　　１件
マップ作成　　　　　　1件

18年度　　　　　８名
　　　　　　　　２７８万円

翻訳業務 民間企業からあごら協力企業が受注 累積　　６件　７７万円

会議録作成業務 厚生労働省雇用均等・児童家庭局内
その他一部民間

2005年3月より　累積１２０件
　　　　累積受注金額７１４万円
　　　その内厚労省８８件５７４万円

データエントリー業務：
・通信販売申込書、読者カード、
契約書、レセプトなど

民間、社保庁、官公庁からあごら協力企業が
受注

［社保庁］
・2005年度社保庁政府管掌保険レセプト業務
を、奈良、和歌山、島根、鳥取４県を入札にて
あごら協力会社が受注

・2006年度社保庁からあごら協力会社が
１０地区について受注。愛知県を追加受注。

あごらデータセンターにて実施
　常時２０８名体制、登録者数５００名を越える
　月額５００万円以上支払い実績
　２００４年１０月より２年間で　支払総額７,６８２万円支援

特定事業 モデル事業
　　松山市（H15,H16）
　　太田市(H16,H17,H18,H19予定)
　地図入力講座、キャリアアップ講座などを
実施

地図入力業務 松山市、太田市からあごらが受注
（あごらのＩＴ活用就労支援システムの展開の
ため、厚労省事業を活用）

地方自治体・就労支援事業
　貝塚市（H16,H17,H18）
　川西市（H16,H17,H18）
　キャリアア 講座を実施

アンケート入力、データ入力
業務

貝塚市、川西市からあごらが受注（あごら独自
のビジネスモデルを全国展開）

　

延べ　　　　９５９名
常時稼働　２６７名
　支払金額　累積で１億円万円を越える

４つの講座を
　地図講座 　　
　翻訳講座
　キャリアア
　書き起こし 座　　　　　２５名 ※2
さらに簡易ＣＡＤ講座計画

※1：地図講座、翻訳講座はｅラーニングも適
用可能な「母子家庭自立支援教育訓練給付
金」の指定講座となっているが、母子家庭の
母はすべて自己負担で受講。

※2：新規開設講座

地図入力業務 公益事業者からあごら協力企業が受注 累積　　　　４１０人（延べ）
　　　　　　２,７４０万円

推進
　　   １１００名 ※1

　　　　　　　　３１名 ※1
ップ講座　 １４０名 ※2
講

推進

ップ

合計
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仕事の内容は、データエントリーが多く、以下のような業務を実施している。 

   表２－２ ＮＰＯ法人あごらが実施する就労支援業務の種類 

 

 

 

 

 

 　業務種別 業務内容

●申請書・伝票・台帳などの各種データの整理、電子化作業（パソコン入力）

●レセプト　社会保険庁、国民健康保険、組合保険など

●通販の申込書など

●システム設計書、マニュアル、各種文書のワード、エクセル入力

●各種帳票の文字・数値データ入力業務

●データベースの構築、システム開発業務

●図面・文書のスキャニング作業

●ファイリング用データの入力

●ファイリングデータベースの構築

●アンケート調査の企画・実施

●アンケート調査に実施

●アンケートデータ入力業務・分析

会議録作成 ●音声自動認識による会議録作成

●特許文献の翻訳作業

●技術文献、論文などの翻訳

国、公団公社、地方自治体、民間企業等で利用する図面、地図などのディジタル化（電子化作業）

●各種行政用マップ

公共施設マップ、観光マップ、防災マップ、福祉マップ、医療機関マップ、学校・文教施設マップ、各種法規
制・行政情報、公図、地籍情報入力、その他地図データ

●都市ユーティリティ施設管理マップ

（水道、電力、ガス、下水道、通信、道路、橋、港湾等）

●図面入力

画像データ入力、ＣＡＤデータ入力、マーケティング用地図・属性入力

●ホームページ作成業務

●コンテンツ作成

各種調査業務

システム開発

図面データエントリー

ホームページ作成業務

調査、研究、システムコンサルタント、システム開発などを実施し、コンテンツ作成、データ作成などについて
はあごらの技術者を起用

データエントリー

ファイリング

アンケート調査

コンピュータ支援英日翻訳作業
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 ＮＰＯ法人あごらでは、技術研修のための５つの講座を開設し、受講と同時に、就労

援を進めている。 

 
 
 
   図２－５ ＮＰＯ法人あごらの教育研修 
 

支

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニーズに対応した講座を設置

受講者は１０００名を越える

あごらは経済的な支援を行っている

・母子家庭の母の受講料支払いに関して経済的な負担を軽減するため、
仕事の収入から受講料回収などの措置をとる。
・パソコン購入、ブロードバンド料金が負担になるなどの課題があり、
パソコンについては一部貸与を行っている。
・受講者は、あごらの会員（パートナー会員と呼ぶ）となり、仕事の紹介を受
けることができる。

母子家庭自立支援教育訓練給付金を利用しない理由
・自治体窓口（福祉事務所など）で受講前の事前手続きが面倒、
審査が厳しい
・受講は一旦受講料を支払ってから始めなければならない
・「就職」に結びつくかどうかが審査基準、「在宅就業」は福祉事
務所の念頭にない
・自分が母子家庭であるからということで、窓口に出向きにくい

ブロードバンド

ｅラーニングセンター

ブロードバンド
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 ＮＰＯ法人あごらが進める在宅支援の基本的な構造は下図に示すようなものである。

機能としては、就労支援センター、スキルを習得するためのｅラーニングセンター、ま

精神的ケアのための相談センター、定期的な情報提供機能としてのメルマガなどであ

。 

  図２－６ ＮＰＯ法人あごらの就労支援のための基盤 

た

る
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 あごらデータセンターの実績を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 

あごらデータセンターでは、現在登録者は５００名を越え、月額支払総額は５００万円を越えるようになった。

あご データセンターの実績（２００６年１０月まで）

　

ら

 
 
 
 
 
 

図２－７ あごらデータセンターの実績 
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経験８ヶ月以内のオペレータの収入（例）

経験２年以上の熟練者

２．収入 状況（2006年5月支払実績上位３名）

２００４年　　　　　　２００５年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００６年

の

登録者数：４３２名
稼働者数：１８５名

１位： 千円
２位： 千円
３位： 千円
ベテ は、入力専用ボードや連想方式を使って
おり、 当の収入となっています。
●上達と収入アップのこつ
　・経 と時間をかけること。
　・連想方式による入力方式を採用。
　　　 ナ文字２文字で漢字を表す方式）
　・入力専用キーボードを利用。
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験

（カ

１位：74千円
２位：69千円
３位：65千円
あごらデータセンターが発足しＶＰＮ方式による入力業務を開始後、初心者の方
でも経験を積んでスキルアップし、収入を上げています（Ａさん）。
一方で、働く時間が少ない、十分慣れてないなどで、収入が月額１万円程度の方
もいます（Ｃさん）。
・データスピードを速めるため、ブラインドタッチを覚える、専用キーボード、連想
方式などでさらに収入をあげることができます。
・データ入力が得意でない人は、収入は十分にあがりませんが、空いた時間を有
効に活用して収入を得ることができます。

経験２年未満のオペレータ
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一方で、働く時間が少ない、十分慣れてないなどで、収入が月額１万円程度の方
もいます（Ｃさん）。
・データスピードを速めるため、ブラインドタッチを覚える、専用キーボード、連想
方式などでさらに収入をあげることができます。
・データ入力が得意でない人は、収入は十分にあがりませんが、空いた時間を有
効に活用して収入を得ることができます。
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・データ入力が得意でない人は、収入は十分にあがりませんが、空いた時間を有
効に活用して収入を得ることができます。

経験２年未満のオペレータ

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

6月 7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

（千円）

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

0

100

200

300

400

500

600

10
月
12
月 １月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月

１０
月
１１
月
１２
月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ７月 ８月 ９月

１０
月

人数

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000
支払額（千円）

月
11

登録者数

稼働者数

支払総額（千円）

１．登録 ペレータ数オ

経験８ヶ月以内のオペレータの収入（例）

経験２年以上の熟練者

２．収入 状況（2006年5月支払実績上位３名）

２００４年　　　　　　２００５年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００６年

の

登録者数：502名
稼働者数：208名

１位： 千円
２位： 千円
３位： 千円
ベテ は、入力専用ボードや連想方式を使って
おり、 当の収入となっています。
●上達と収入アップのこつ
　・経 と時間をかけること。
　・連想方式による入力方式を採用。
　　　 ナ文字２文字で漢字を表す方式）
　・入力専用キーボードを利用。

１位：74千円
２位：69千円
３位：65千円
あごらデータセンターが発足しＶＰＮ方式による入力業務を開始後、初心者の方
でも経験を積んでスキルアップし、収入を上げています（Ａさん）。
一方で、働く時間が少ない、十分慣れてないなどで、収入が月額１万円程度の方
もいます（Ｃさん）。
・データスピードを速めるため、ブラインドタッチを覚える、専用キーボード、連想
方式などでさらに収入をあげることができます。
・データ入力が得意でない人は、収入は十分にあがりませんが、空いた時間を有
効に活用して収入を得ることができます。

経験２年未満のオペレータ

240
138
106
ラン
相

験

（カ
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（２）在宅支援センター構想 
 ＮＰＯ法人あごらは、今まで構築してきた、就労支援のための基盤整備を元に、全国

な在宅就労支援センターを構想している。 
しかしこの構想は、母子家庭に限らず、身体障害者、高齢者など、すそ野を広げた考

 
 
 
 

的

 

え方が重要であり、あごら単独の努力では限界であり、国の指導を期待するところであ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在宅就労支援センター

在宅就労支援センターの業務
・スキルアップ・教育訓練
・就労支援（仕事の受注・委託）
・各種相談業務 などの総合支援センター

在宅での就労ニーズが極めて高い

教育訓練教育訓練

１．母子家庭の母の自立支援策の課題

２． 家庭の母の仕事へのニーズ

 
 
 
 
 
 
 
 

母子

３．在宅就労支援センターの設立

相談業務相談業務

在宅就労支援在宅就労支援

官公庁、自治体、公団公
社、公益企業、民間企業

ライフサポート

就業サポート収入の確保

ライフサポート

就業サポート収入の確保

業務発注

業務委託

高齢者高齢者障害者障害者

４．在宅就労支援センターの目的

・ 子家庭の母の５万人就業体制の確立
・ 子家庭の母の就業に関する特別措置法」による
公庁などからの業務受注の確保

・母子家

・ 害者、高齢者を含めた在宅就労ニーズにも応える

母
「母
官

庭の母の支援団体、ＮＰＯなどと連携し業務
委託を行う
障

子育て支援、新しい雇用創出のための基盤整備

「母子家庭の母の就業の支援
に関する特別措置法」による
業務委託の促進

・能力に応じた仕事の配布
・入力データのチェック
・その他就業機会の斡旋

インターネット
窓口対応

・適性キャリアの形成
・トライアル雇用の促進
・即戦力の人材育成

・受け入れ雇用口の確保
・ライフケア
・コミュニケーショングループ
の形成

母子家庭母子家庭

母子家庭を支援する団体、
ＮＰＯなど

母と子

母子家庭の母の仕事へのニーズ
・子育てに時間がかかるのでフルタイムの仕事ができない
ート就業をしており、第二、第三の仕事で副収入がほしい

・自宅でパソコンを使った仕事をしたい
仕事を行うためのスキルを覚えたいが時間がない
・土日又は夜間など空いた時間に仕事をしたい

在宅就労支援センター構想在宅就労支援センター構想

母 家庭等対策に関する課題（厚生労働省予算２５億円）子
・相当量が母子関連団体への補助など
ローワークを通じた求人・就職斡旋は通勤でフルタイムの
仕事が多い等、必ずしも母子家庭にはそぐわない
子家庭の母の経済的な支援に必ずしも結びついていない

・ハ

・母

・パ

・
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 在宅就労支援センターの構築のために、あごらでは以下のような活動を今後展開して

いく予定にしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・教育訓練の給付金のｅラーニング適用
・母子家庭の母の就業に関する特別措置法
・母と子支援議員連盟への提言

・電話相談
・メルマガｅｆｆ

・ＩＴ活用就労支援システムの実証実験
松山市、太田市

・地方自治体での母親の教育訓練への取り組み
貝塚市、川西市、長崎県・諫早市

・母子家庭の母の自立支援のための各地での活動
札幌、仙台、関西地区（大阪、京都、滋賀、奈良、兵庫）

・地図データ入力支援センター
・あごらデータセンター（２１０名体制）
ＶＰＮ遠隔画像エントリーシステム

・会議録作成支援センター

・地図・データ入力支援技術者養成講座
・コンピュータ支援翻訳者養成講座
・キャリアップ講座（含データエントリー講座）

・書き起こしスキル講座 ３５０名受講完了

ＮＰＯ法人あごらの就労支援への取り組みＮＰＯ法人あごらの就労支援への取り組み

 
 
 
 

能力向上のためｅラーニングを用いた教育訓
練システムの整備

在宅就労を行うためのインターネットを利用し
たシステム整備と支援のための受注活動

社会的ニーズへも対応
個人情報保護、セキュリティ対策
業務ニーズへの対応
データ入力の品質保証

母子家庭自立支援活動の全国展開

あごらは在宅就労支援で数値実績をあげてきた

あごら発足（平成１４年１０月）以来の就業支援
就労支援者数 延べ８６６人
内常時就業者（在宅） １８６人

教育訓練 約１４００人

精神的ケア、情報提供、会員とのコミュニケー
ション活動

講座種別 受講者数

　●地図・データ入力支援技術者養成講座※ 1,100

　●コンピュータ支援翻訳者養成講座　　※ 31

　●パソコンスキルキャリアアップ講座 137

　●会議録書き起こしスキル講座 25

　※母子家庭自立支援教育訓練給付金事業指定講座であるが、
　　母子家庭の母はすべて自己負担にて受講

在宅で能力向上を図ることができる研修方法：ｅラーニングを採用

在宅就労支援センター構想の受け皿として、あごら
はノウハウを蓄積し、新しい雇用創出の実績を上げ
てきた

在宅学習・在宅就労ニーズへの対応

国に対する制度などの見直し、政策提言

あご は母子家庭の支援のための活動、
基盤整備を行ってきた
ら

・母子家庭等対策関連の予算が有効に活用できること
・在宅就労のための基盤整備への補助
・就労支援団体に対する業務発注あるいは受注業者への指導
・母子家庭の母の教育訓練のための負担軽減のための措置

きめ細かな対応が重要

母子家庭の悩みは全国的な課題

母子家庭に有効な事業や制度

国に対しては、特措法や予算・制度が母子家庭の支
援・子育て支援に真に有効に機能するよう、また母
子家庭の母の収入を上げるための業務発注を要望
する

あごらのミッション：
５万世帯を就労支援

（母子家庭１２３万世帯、子どもの数１９４万人）

 21



３．インターネットを利用した在宅就労の課題の抽出 

 
３・１ 在宅就労者の側からの課題 
１）アンケートによる課題抽出 
インターネットを利用した在宅就労は、生活時間に就業時間が制約されないというメ

ットを持っている反面、就労実態がわからない、データの機密保護などの問題があげ

れる。これらの課題を在宅就労者の側からの課題として抽出するために、アンケート

実施した。 

調査方法 
現在在宅就労を行っている母子家庭の母２００人を対象にアンケートによって実施

た。実施に当たっては、現在ＮＰＯ法人あごらの協力を得て、あごらの会員を対象と

た。 

 

②調査内容 

調査項目を以下のように設定した。 

 

１．パソコン講座を受けた経験 

２．就職・転職にむけて今後身につけたいパソコン操作技術 

３．就職・転職のために講座･研修会の適切な時間帯 

４．技能・資格のための講座･研修会を受ける際の重視点 

５．パソコン以外に興味・関心がある技能・資格 

６．在宅就労の魅力 

７．在宅就労に対して不安に思うこと 

８．副業としての在宅就業についてのイメージ 

９．就業（在宅就業も含む）またはひとり親世帯を支援する活動グループ（コミ

ュニティー）への参加意識 

１０．再就職・転職時に不都合を感じたり、不便を感じたこと 

以下結果を示す。 

（

 

リ

ら

を

 
①

し

し
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①パソコン講座を受けた経験 

 

質問1.これまでに他のパソコン講座を受けたことはありますか。

1．受講したことな
い, 102

2．無料の講座を
受講したことがある,

17

受講したことがある,
3．有料の講座を

51

回答者：１７０名

 

 図３－

 
②就職・

 

１ パソコン講座を受けた経験 

転職にむけて今後身につけたいパソコン操作技術 

質問2.就職・転職にむけて今後身につけたい
パソコン操作技術はありますか。

68ープロ・表計算応用

102

102

51

3

1

17

0 20 40 60 80 100 120

1．ワ

2．

4．プログラム言語

5．CAD

6．ホームページ作成

7．MOUS・MOT取得

8．その他

（人）

会計・経理

343．イラスト・デザイン

回答者：１７０名

 

    図３－２ 就職・転職にむけて今後身につけたいパソコン操作技術 
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③就職・転職のために講座･研修会の適切な時間帯 

 

質問3.就職・転職のために講座・研修会に通う場合、どの時間帯だと無理
なく受講できますか。

4．土曜（18：00～
21：00の間）, 17

5．日曜（9：00～
18：00の間）, 51

1．平日（9：00～
18：00の間）, 68

3．土曜（9：00～
18：00の間）, 51

回答者：１７０名

 
    図３－３ 就職・転職のために講座･研修会の適切な時間帯 

 

④ 際の重視点 

 

技能・資格のための講座･研修会を受ける

質問4.技能・資格のための講座・研修会を受ける際、どのような点を
重視して講座を選びますか。

35

85

20

15

39

1

34

0 20 40 60 80 10

1．就職に当たっての必要性

2．受講費用（無料または低額）

3．受講会場までの通い易さ

4．講座の時間帯

5．周囲から得た情報

6．広報・主催者等の信頼性

7．その他

（人）

0  
    図３－４ 技能・資格のための講座･研修会を受ける際の重視点 
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⑤パソコン以外に興味・関心がある技能・資格 

 

質問5.パソコン以外に興味・関心がある
技能・資格はありますか。

71

69

3

85

2

57．その他

17

0 20 40 60 80 100

1．福祉関連

2．事務関連

3．工業関連

4．語学関連

5．独立・企業関連

6．旅行・ホテル業界関連

（人）

 

 図３－５ パソコン以外に興味・関心がある技能・資格 

 

⑥在宅就労の魅力 

 

質問6.在宅就労にどんな魅力を感じますか

120

54

110

29

46

5

31

0 20 40 60 80 100 120 140 160

好きな時間にできる

子どもの育児と両立ができる

自分のペースでできる

空いた時間を趣味等に使える

自分のスキルに応じた仕事ができる

自分のスキルに応じた賃金が期待できる

その他

（人）

回答者：１７０名

 
   図３－６ 在宅就労の魅力 
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⑦在宅就労に対して不安に思うこと 

 

質問7.在宅就労に対して不安に思うこと

111

13

25

65

79

17

7

15

5

4

6

0 20 40 60 80 100 120 140 160

単価が安い

自分の進捗がわからない

時間管理が不安

孤独である

契約関係や給与支払いが不透明

仕事の安定的確保

パソコン等の作業環境

個人評価がされにくい

家族の理解が必要

介護や保育に対する支援を受けにくい

その他

（人）

回答者：１７０名

 
    図３－７ 在宅就労に対して不安に思うこと 

副業としての在宅就業についてのイメージ 

 

⑧

 

質問8.副業としての在宅就業についてどのようなイメージをお持ちですか。

119

85

0

0

85

51

17

119

17

34

0 20 40 60 80 100 120 140

1.単価が安い

2.家事・育児との両立ができる

3.家族に迷惑がかかる

4.通勤の疲労
がなくなる

5.職場でのストレスがなくなる

6.働く時間が自由になる

7.仕事を自己管理
できるかが不安

8.仕事に孤独感がある

9.安定的な収入が得られない

10.その他

（人）

 
 就業についてのイメージ    図３－８ 副業としての在宅
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⑨就業（在宅就業も含む）またはひとり親世帯を支援する活動グループ（コミュニティ

ー への参加意識 

 
）

質問9.就業（在宅就業も含む）またはひとり親世帯を支援する活動グループ（コ
ミュニティー）を立ち上げた場合、どのような活動があれば参加してみたいと感じ

ますか。

51

136

34

0

0

51

0 20 40 60 80 100 120 140

1.就業・転職時の情報交換

2.自身が求める就業スキルを身に
つけることができる講習会（研修）

3.子育て、子供の教育
などの情報交換

4.住宅（居住）、生計などの悩み
などの情報交換

5.参加したくない

6.その他

（人）

回答者：１７０名

 
   図３－９ 就業（在宅就業も含む）またはひとり親世帯を支援する活動 

グループ（コミュニティー）への参加意識 
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以下に調査票を示す。 

［在宅就業に関する調査］調査票 
１．これまでに他のパソコン講座を受けたことはありますか。該当するものす
べてに○をつけてください。また、受けたことがある場合（②および③）は、
該当する回数にも○をつけてください。 
 

①受講したことがない 

②無料のパソコン講座を受講したことがある 

1 回・2回・3回・４回・5回以上（    回） 

③有料のパソコン講座を受講したことがある 

1 回・2回・3回・４回・5回以上（    回） 

 

２．就職・転職にむけて今後身につけたいパソコン操作技術はありますか。関
心があるものすべてに○をつけてください。 
 

①ワープロ・表計算応用  

②会計・経理  

③イラスト･デザイン  

④プログラム言語 

⑤ＣＡＤ  

⑦その他（   

 

３．就職・転職のために講座･研修会に通う場合、どの時間帯だと無理なく受講
することができますか。該当するもの１つに○をつけてください。 
 

①平日（9：00～18：00 の間） 

②平日（18：00～21：00 の間） 

③土曜（9：00～18：00 の間） 

④土曜日（18：00～21：00 の間） 

⑤日曜日（9：00～18：00 の間）  

⑥日曜日（18：00～21：00 の間） 

⑦在宅（自宅での研修） 
 

４．技能・資格のための講座･研修会を受ける際、どのような点を重視して講座
を選びますか。該当するもの１つに○をつけてください。 
 

①就職にあたっての必要性  

②受講費用（有無または金額）  

③受講会場までの通いやすさ 

④講座の時間帯    

⑤周囲から得た情報   

⑥広報・広告などの信頼性 

⑦その他（                           ） 

⑥ホームページ作成  

            ） 
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５．パソコン以外に興味・関心がある技能・資格はありますか。関心があるも
のすべてに○をつけてください。 

①福祉関連（ホームヘルパー、介護福祉士など）  

⑤独立・起業関連（宅地建物取引主任者、行政書士など） 

                       ） 

 

【在宅業
 

６．あな てはまるものすべて

 

②事務関連（簿記、秘書検定など） 

③工業関連（電気主任技術者、工事担任者など）  

④語学関連（英検、TOEIC など） 

⑥その他（      

務について】 

たは、在宅就労の何に魅力を感じますか。当 に○
つけてください。 

②子どもの育児と両立ができる 

      

趣味等 使える 

仕事ができる  

じた賃金が期待できる 

と両立ができる     

         ） 

 
．あなたが、在宅就労に対して不安に思うことは何ですか。当てはまるものす

を
 

①好きな時間にできる         

③自分のペースでできる  

④空いた時間を に

⑤自分のスキルに応じた

⑥自分のスキルに応

⑦親等の介護

⑧その他（      

７
べてに○をつけてください。 
 

①単価が安い   

     

    

    

⑨家族の理解が必要 

   ） 

 

②自分の進捗がわからない   

③時間管理が不安 

④孤独である   

⑤契約関係や給与支払いが不透明 

⑥仕事の安定的確保 

⑦パソコン等の作業環境  

⑧個人評価がされにくい 

⑩介護や保育に対する支援を受けにくい 

⑪その他（                        
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８．副業としての在宅就業についてどのようなイメージをお持ちですか。あて
はまるものすべてに○をつけてください。 

⑦仕事を自己管理できるかが不安  

  

⑨安定的な収入が得られない 

．就業（在宅就業も含む）またはひとり親世帯を支援する活動グループ（コ
ミュ うな活動があれば参加してみたいと
感じ
 

とができる講習会（研修） 

報交換 

⑥その他 

を感じたり、不便を感じたことはありますか。
後の支援策へのご参考としてご自由にご記入願います。 

 
                                           

 
①単価が安い 

②家事・育児との両立ができる 

③家族に迷惑がかかる 

④通勤の疲労がなくなる 

⑤職場でのストレスがなくなる  

⑥働く時間が自由になる 

⑧仕事に孤独感がある

  ⑩その他 

 

９
ニティー）を立ち上げた場合、どのよ
ますか。 

①就業・転職時の情報交換 

②自身が求める就業スキルを身につけるこ

③子育て、子どもの教育などの情報交換 

④住宅（居住）、生計などの悩みなどの情

⑤参加したくない 

 

１０．再就職・転職時に不都合
今
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３．２ ヒアリング調査等その他調査から抽出された課題 
（１）在宅で仕事をする際の問題点 

 Ｎ が過去に行った地方公共団体での実証実験（松山市や太田市、貝塚

市、 ける在宅就業上の課題が次のようにあげられ

てい

 嫌がる。 

 子どもが寝てからでないと仕事ができない。 

 ことができない。 

 。（徹夜になることも） 

難しい。時間管理ができなかったと思う人の中で、子育てが支障になっ

たと思う人が多い 

 孤独な作業であり、精神的に辛いときがある。 
 ィスで作業をしたい 

 
 てきたときにすぐに対処してもら

 シャー。 

 

ＰＯ法人あごら

川西市）において、ひとり親世帯にお

る。  

母親が仕事をするのを子どもが

子どもの年齢が低い場合には、

子どもの体調が悪いと仕事をする

作業時間が不規則になる

 時間管理が

 体調管理が難しい。（肩こり、眼精疲労、腰痛他） 
 自分の体調が悪くても、提出期日が決まっていれば休めない。 

好きなときに４～5人のオフ

他の人の進捗状況が気になり、そのことがプレッシャーになる。 

そばに指導者がいないため、仕事上の疑問点が出

えない。 

納期プレッ

 プライバシーの流出。（在宅就労をしている母親の情報） 
 仕事上の秘密の流出。（仕事上知りえた情報が母親から流出）
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（２）仕 及びパソコンを使った仕事（在宅を含む）への意識 事

業支援事業において意見聴取した、仕事（職

表 ３－１ パソコンを使った仕事への要望 

 また、ＮＰＯ法人あごらが過去に行った就

種）への関心と今後どのような業務スキルを身につけたいかについては以下のような傾

向があらわれている。 

 要望・意見 

仕事としてのパソコン

操作を身につけたい 

・ 会計報告書や案内文等を作成できるようになりたい。 

・ 事務職に就くために必要なパソコン操作を身につけたい 

・ 現在のデータ入力の仕事だけでなく、幅広い業務がこなせるよ

うパソコン操作を身につけたい 

趣味・日常生活の中で

のパソコン操作を身に

つけたい 

・ デジカメで写した画像をメールで送信できるようになりたい 

・ 圧縮・解凍についての知識を身につけたい。特にダウンロード

したファイルの開き方を覚えたい。 

基礎的なパソコン操作 ・ 頻繁にパソコンに接することが

を けたい ・ ワードやエクセルの使い方を身につけたい身につ

できるようになりたい 
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（３）在宅就業の実業務を通じての課題 
 在宅就業では、ユーザーの自己管理が最大の問題となる。自己管理ができているユー

ザーは入力作業においても効率的な成果を上げている。その反面、自己管理ができない

ユーザーは成果が少ない。自己管理ができる／できないが分かれる理由としては、在宅

で作業を行うにあたっ ると２つの傾向が

られる。 

第１のグループは、周りの家族がユーザーの在宅作業に理解を示し、応援してくれる

ようになった家庭の環境である。これは、家庭において子供が複数人いる場合に多く見

られ、ユーザーの作業中は年上の子どもが進んで年下の子どもの面倒を見るようになり、

子ども達だけでやりくりする自立の傾向が現れるためである。 

第２のグループは、子どもがユーザーの在宅作業の邪魔をし、最終的には作業用のパ

ソコンや母親に対して不満をぶつけるようになるケースである。 

これら２つの環境の違いは、子どもの年齢に大きな原因があると見られ、子どもが幼

い場合には、「かまって欲しい時間」にユーザーが作業をしているため、それが不満と

なる。他方は、子どもの年齢がある程度高く、生活環境や母親の在宅作業の必要性を理

解しているために、積極的に家事の手伝いや他の子どもの面倒を見てくれ、さらにはユ

ザーの作業を応援してくれる。 

また、期限までに依頼作業をクリアすることに傾注するあまり、夜遅くまで作業を行

ったため体調を崩すユーザーも数名確認されている。このような結果から、在宅でのＩ

Ｔ就労を行うにあたっては、ユーザーの管理や自己管理を行うにあたってのアドバイス

を可能とする新しいシステム構築が必要であり、ユーザーに負荷がかからないようサポ

ートする体制を構築し、常に最善の注意を払わなければならない。 

 また、家庭での環境は多種多様で、幼い子供のいる家庭や小中学生のいる家庭もあり

各々の協力体制に大きな違いがある。また、在宅就労環境を整えるためのサポートが必

要になってくると考えられる。今後は、幼子を持つユーザーが安心して作業できる環境

作りが必要になると考えられる。 

 

（４）在宅就業に対する社会的な認識 

 ＮＰＯ法人あごらが独自に行ったアンケート調査から、企業側・在宅集業者側から見

た在宅就業のメリット・デメリットは以下が指摘されている。 

ての家族の対応にその要因があり、大きく分け

見

ー

 33



表 ３－２ 在宅就業のメリット・ディメリット 

企業側のメリット 

 

勤務者の移動時間の短縮・効率化 ５２．０％

顧客満足度の向上 ３３．３％

創造的業務の効率・生産性の向上 ３１．３％

オフィスコストの削減 ２９．４％

定型業務の効率・生産性の向上 ２７．３％

優秀な人材の雇用確保 ２１．４％

 
在宅就業者の就業者のメリット 

通勤の疲労がなくなる ５７．４％

仕事の生産性が高くなる ４４．４％

家族との団らんが増える ２７．８％

家事や育児の時間が増える ２５．９％

地域社会との交流が増える ７．４％

その他 １８．５％

 
企業側のデメリット 

適した職種がない ６１．８％

管理が難しい ４３．０％

勤務者の評価がしにくい ２８．７％

コミュニケーション不足になる ２２．５％

会社の規模が小さいのでできない ２１．４％

従業員からの要望・提案がない ２０．５％

 
在宅就業者の就業者のデメリット 

３８．９％コミュニケーションが不足する 

孤独感や孤立感を感じる ２０．４％

仕事の評価に不満がある １６．７％

家族に迷惑がかかる １１．１％

仕事の生産性が低くなる ７．４％

その他 ２２．２％
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 メリットについて いるものと

きな違いは見られなかった。しかしながら、起業的な意識の強いＳＯＨＯと異なり、

データ入力な 見ると管理の難しさ（勤務評価の

や就業者からの要望を吸い上げにくいなどが上げられ、在宅就業者側から見ると孤独感

（孤立感）を感じたり、環境によって仕事の生産性が低くなるなどが上げられる。両者

ともにデメリ いるのは、コミュニケーションの不足

遠隔協調 、管理者と作業者、作業者と作業者のコミュ

ョンの円 られる。 

自宅で活動する在宅就業者には、上記のデメリットのほかに、「仕事の確保

安い」、「能力・知識の不足」という課題がある。「仕事の確保」は、いかに今の仕事

を続けるか、複数の得意先をも 、管理側での安定した

仕事の確保が求められている。「単価が安い」問題については、実際に仕事をしてみる

と報酬が み倒されるトラブルが社会的な問題化して

からの戸 業者は、委託企業と書面を交わす習慣をつ

デンスを 募を心がける必要がある。「能力・知識の

れは個々 テナを張って新しい情報を得るとともに、継

知識の習得が必要である。 

実際に仕事を始めてみると委託企業への問い合わせが必要な場面がでてくる。また、

雇用者側として、マシントラブルな れる相手方に自分の状況を正確

に伝える  

このよ ーションの標準化と、ＷＥＢカメラ等、新しいコミュ

ョン・ツー 築することがトラブルを最小限に抑えるた

であると考えられる。 

委託企業も作業指示書があいまいであるケースが多く仕事をする人によって解釈が

変わるような 境の進歩にともない在宅ではます

用な業務 作業の指示方法や教育方法の難化が予  

また、在宅学 ル及び電話にて寄せられたユーザー

見は以下のとおりであった。これらの意見は、同様に在宅にてひとりで行う業務におい

ても同じような傾向が出ると思われる。 

 

【e ラーニ 、不安に思ったこと（アンケートより）】 

 本当に いくのか（仕事に結びつくのか）？ 

 １人のときに、地図が読めなくなってしまったらどうしよう 
 どの程度のスピードでこなしていったらよいか、目安がわからない 
 普段ＰＣを使用していないので、トラブルの時にどう対応したらよいのか、不安だ 

は、ＳＯＨＯに代表される在宅業務で一般的に言われて

大

どの在宅就業は、企業側から しにくさ）

ットとして高い比率であげて であり、

作業での難しさ、つまり ニケーシ

滑化が求められているとまとめ

」、「単価

が

つかということがポイントとなり

違っていたり、支払いを踏 いる情報

惑いとなっている。在宅就 け、エビ

残す形での業務の実施・応 不足」、こ

人の努力が必要で常にアン 続的な

 

ど電話で対応してく

訓練が必要となる。

うなコミュニケ ニケーシ

ルを活用した仕組みを構 めに必要

トラブルが発生している。作業環 ます多

形態が現れ、各形態に対応した 想される。

 

習を行っている中で、メー からの意

ングの受講にあたり

仕事として成り立って
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 学習内容について、自分にできるかどうか不安 
 費用の面で、妥当な金額かどうかわからない 
 合格の可能性と、仕事の報酬の目安が知りたい 
 本当に継続して学習していけるかどうか心配 
 

【実際に eラーニングを体験して感じたこと（アンケートより）】 

 繰り返しの部分が多くてあきてしまう 
 テキストと eラーニングの流れが必ずしも一致しておらず、わかりにくいところが

あげてみる。 

できるソフトであることは確かでしたが、突然「ちがう

ソ

メールで質問して、回答を確認できるのがその次の夜、という

こ

入力操作自体は簡単なので、理解してしまえばどんどん作業も進み、どうにか納期に

間

配信ソフトのバグ等については、無に帰した入力データは「訓練時間の内・・・・」

に気づかず、

終えました。や

力要領の行数が増え

あった 

 操作の説明をもっとゆっくりお願いしたい 
 マニュアルの学習よりも実機演習をふやしてほしい 
 空いている時間に何度も繰り返しできるので、とてもよくわかった 
 添削は複数回おこなってほしい 
 

 

（４）在宅就業を行ってみての感想 

 何人かの在宅就業者の声を

 

私の入力作業の感想は「納期に間に合ってよかった」ということです。Eラーニング

で学習したものより簡単に入力

フトで入力してください」はかなりショックでした。 

入力方法を理解するまでにかなり時間がかかり、しかも入力作業が夜間だったので、

疑問点が出てきた場合、

とで問題解決に時間がかかることが難点でした。 

ということで、始めのうちは少々パニック気味で、くだらない質問も何度かしてしま

いましたが、丁寧に答えてくださった事務局の方にはホントに感謝しています。 

に合いました。性格的に向いている作業なので、これからもたくさんの仕事が来るこ

とを期待しています。（東京のユーザー） 

 

と考え、自分をなだめましたが、入力要領が途中から差し替えられたこと

初版をプリントアウトして、最後の最後までにらめっこしながら入力を

れやれと思いながら、何気なくホームページを見直していたら、入

ていて一瞬、真っ青になりました。 

何とか納期前にアップロードできたものの、削除したデータがレコードとして残って
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いるとしたらデータが膨大になり、使い物にならないのでは？ととても不安になりまし

さなかった私が悪いのですが、ホン

作業当初、不調がソフトの不具合だとは思いもよらず、最近増設したハードディスク

く落ち着いて、さ

ータウイルスに浸入されて作業ができなく

りま

フトの不具合のお知らせ。お知らせを

したり、読まずにやってやり

には、その都

日中は他の仕事もしているので、時間もないし、トラブル続きでこのまま永久に出来

がらないのではないかと思ったこともありました。でもこれだけ連日、パソコンのこ

コンの知識がふえたような気がして少し満足して

おおざっぱで、一見注意力のなさそうな私ですが、細かい連続作業を辛抱強く続ける

の

 

の業務紹介・実施において寄せら

れ

増や

す

①

人も、関連するハード、ソフトなどの最新情報に

気

た。ソフト差し替えの際に、入力要領までよく見直

ト焦りました。（岩手のユーザー） 

 

でてこずっていたので、私のパソコンのせいだと思いました。ようや

あこれからがんばろうと思ったら、コンピュ

なりました。ウイルスなんて他人事と思っていたので、あわてて対策ソフトを買いに走

した。 

本当に今度こそスタートできると思ったら、ソ

キチンと読めばよかったのですが、適当に読んで早とちり

直したりとおっちょこちょいな性格を反省するばかりです。事務局の方々

度お世話になりました。  

上

とばかり考えていると、以前よりパソ

います。 

は大好きです。入力しながら、この町はどこの県かなとか、ここは大きな家だなあと

か、この空地は何だろうとか、考えるのはとても楽しいものです。（静岡のユーザー） 

 

（５）今後在宅就業者に求められるもの 

 ＮＰＯ法人あごらでは、これまで（過去３ヵ年度）

た意見や要望から、在宅就業者としての心構えが必要であると訴えている。 

 在宅就業は、業務形態の性質上、成果主義であり自己責任が原則である。収入を

ためには、一つのことに習熟するだけでなく、他の分野もこなせるよう知識の習得に

努めなければならない。次に記載したのは、在宅就業者の心構えであり、収入を増やす

秘訣としてまとめた。 

 

仕事をしながらスキルアップ 

在宅就業者は、常に少し難しい仕事に挑戦していくことで、仕事を通じたスキルアッ

プを図るべきであり、今は初心者であっても、難易度の低いものからスタートして少し

ずつ難易度を上げていくことで、レベルアップをしていくことは可能である。また、す

でにハイレベルなスキルを持っている

を配り、新しいスキルを身につけるよう努力すべきである。ほかの人が持っていない
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技能を修得していれば、それだけで大きなアピールポイントになる。市販のパソコン雑

誌に目を通したり、講習会に参加するなど、「常に勉強」の気持ちを忘れず、スキルア

ップに励むべきである。 

 

②

したクライアント（業務発注者）とは「次も仕事をお願いしたい」と言っ

て

まめにコミュニケーションを取ることが重要である。 

 

る。在宅就業者には、疑問や問題に面したとき、相談先や助言を受けられる

環

在は、心強いものがある。 

さまざまな経験や知識を持った人たちとのかかわりは、知識や経験の不足をカバーし

をしている人の話から新しい仕事につながる

事が入

健康管理の重要性 

ある半面、リスクも大きく、病気やケガで働けなくな

れ

在宅就業者に必要な姿勢 

仕事は、人間関係からもらうことが大半である。より多くの人との信頼関係を築くこ

とで、定期的な受注につながり、他のクライアント（業務発注者）を紹介してもらえる

場合が少なくない。 

一度取引を

もらえるよう、いい関係を築いていくのが望ましい。 

在宅就業に関しても、信用を得るためには、「納期を守る」「ミスのないよう心がける」

「連絡・報告を欠かさない」といった基本的なことはもちろん、仕事が終了した後も、

電子メールなどを活用してこ

③人脈のネットワークをもつ 

会社員時代と違い、個人での活動が主たる在宅就業者が頼りにできるのが人的ネット

ワークであ

境がない。仕事の結果がすべてといっても過言ではなく、子どもが病気になっても、

体調が悪くても、引き受けたからには結果を出さなくては次の仕事につながらない。 

このような状況下での仕事と家庭の両面をサポートしてくれる人的ネットワークの

存

てくれるだけでなく、全く違う分野で仕事

発見やアイデアが見つかることも少なくない。 

また、ネットで知り合った仲間や近所に住むテレワーカー仲間とは、大量に仕

ったときや仕事が重なってしまったときに助け合えるような関係を築いておくことも

重要である。このことにより、「次の仕事が来ないのでは」等の、不安を感じながら仕

事を断ることもなくなり、より大きな仕事が受注できる可能性も広がる。 

 

④

個人で仕事をするのは自由さが

ば、たちまち収入がゼロになってしまう可能性もある。だからこそ、健康管理にはこ

れまで以上に気を配る必要がある。仕事にメリハリをつけるためにも、自分なりのリフ

レッシュ法を見つけるべきである。 

長時間作業は、健康に悪いだけでなく、仕事の効率も落ちる。目や心身の負担を軽減

するため、少なくとも 1 時間に 10 分程度の休みを取るようしたい。運動不足解消と気
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分転換をかねた軽い体操や散歩も体をリフレッシュするためには有効な手段である。 

作業台の高さや照明など、ちょっとした工夫で疲労度は大きく変わる。照明はディス

プレー画面と書類やキーボード面、周辺の明るさの差をできるだけ小さく。また光源が

ィスプレーに映りこまないようにする。机はやや奥行きのあるもの、椅子は使いやす

び、背もたれやひじ掛けがあるものが理想的である。 

 

デ

い高さに調整できるものを選
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（６）在宅就業のトラブル 

在宅ワークは、委託業者とのコミュニケーションが取りにくいので初期の契約をきっ

ちり結ばないとトラブルの原因になる。以下に可能性のあるトラブルを整理した。 

 

 

 表３－３ 在宅就労のトラブル 

トラブル内容 説明 
納品物にミスや欠陥が
あった 

作業する人のスキルに問題がある場合が多い。業者の用意した仕様
が不明確であることの起因することもあるがわからないときは問い
合わせるという基本が欠如している。 

発注者の要求レベルを
満たせなかった 

作業者のスキルに問題がある場合が多い。業者の用意した仕様の問
題があることが多い。 

予定どおりに自分の仕
事が進まず納期遅れ 

作業者が自分の能力を把握できていないことと業者側が相手の能力
を把握せずに進行している。作業者は、間に合いそうのないときは、
早めに連絡して引き取ってもらうことが必要である。「できる／でき
ない」の判断ができるようになることも大切である。 

協業する仲間の分担分
が進まず納期遅れ 

在宅でもグループで仕事をすることがある。その中のリーダーは、
横の管理が必要である。以外に早く状況がわかっていれば再分担が
できるケースがある。仲間のルールも大切である。 

自分、または家族の病
気・怪我で就業不能 

このようなアクシデントのときは、とにかく早く連絡することであ
る。アクシデントは、止むを得ないとしても仕事を出している業者
の納期が延びるわけではない。 

秘密情報が漏洩してし
まった 

個人情報保護法も施行されているので預かったものの扱いには細心
の注意を図らなければならない。通常は、機密保持契約を結ぶ。 

ウィルスなどにより PC
が損壊し就業不能 

自宅のパソコンで使用するときはウイルス駆除ソフトをインストー
ルするのが当然で、故障以外は弁解の余地がない。 

預かったデータを損
壊・喪失してしまった 

管理側も復旧できるようにマスターデータを用意していれば復旧で
きるが、紙の情報などは、復旧できないので注意が必要である。 

仕事の単価の不当な値
下げを強いられた 

契約を交わすことが必要である。 
常にスキルアップを心がけ他でも仕事ができるぐらいになることを
目標に目的意識を持っていることが必要である。 

受注後、作業に入ってか
ら発注を解除された 

契約を交わすことが必要である。 
 

大幅な仕様変更があっ
たが、納期変更なし 

業者の担当者との人間関係で判断しなければならない。一般に無理
を聞いてくれた人を後で優先的に仕事を出す場合もあるが、悪質な
ときもあるので契約をきっちりしておく必要がある。 

大幅な仕様変更により
工数増だが、報酬据置 

業者側に問題があると思うが、作業者が勝手に仕様を解釈し要求し
たものと程遠いものができている場合もある。 

納品検収時に不当なク
レームがありやり直し 

業者側に問題があると思うが、作業者が勝手に仕様を解釈し要求し
たものと程遠いものができている場合もある。 

納品したのに報酬が支
払われなかった 

業者側に問題があると思うが、作業者が勝手に仕様を解釈し要求し
たものと程遠いものができている場合もある。 

継続発注の約束であっ
たが、突然仕事が打切 

業者側に問題があると思うが、作業者が勝手に仕様を解釈し要求し
たものと程遠いものができている場合もある。 
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３．３ ひとり親世帯向け相談業務事業者へのヒアリング結果 
（

人

あ らの相談センターでのヒアリングをもとに、就業上の課題をまとめた。 
 こでは、相談センターが行ったひとり親世帯向けの相談に対する傾向調査のデータ

を や特性について概観する。 
 

 

 

 

 ９４名のアンケート対 ているが、男性も１１名とな

 

な女性の年齢

～

が

１）相談者へのヒアリング結果 
ひとり親世帯への相談業務を電話相談・面接相談の形式で実施している当ＮＰＯ法

ご

こ

もとに、相談として比重の高い話題

 

 
 
 

 
 

 
象者のうち、女性が約９割を占め

っている。年代は、３０代、４０代で大半を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 就業の有無については、家計を担う母子家庭の母親も多いため、全国的

階級別労働力率（３０ ３４歳が 60.3％、３５～３９歳が 62.4％、４０～４４歳が
70.5％、４５～４９歳
る。 

72.4％）と比べ、収入を伴う仕事をしている人が多くなってい

設問 小項

総会

女 88%

代
20代
30代
代

50代
60代

目 回答数 回答率
員数 94 100%

男性別 11 12%
83

10年齢 5 5%
2 2%
33 35%

40 38 40%
15 16%
1 1%

図 ３－１０

会員 94 100%
いる

いな

 相談者の属性 

総 数
して

して

収入を伴う仕
事 75 80%

い

19 20%

図 ３－１１ 収入を伴う仕事の有無 
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図 ３－１２ 就業形態  
 
 

就

員」「自営業種」と常勤しているが、やはり当時の不況下で４割が「パート・アルバ

ト」「自家営業の手伝い」「派遣」と不安定就労となっている。これは全国的な女性雇

者に占める短時間雇用者（週間３５時間未満）の割合 39.7％と同じ傾向になってい
。 
 
 
 

働き方については、「通勤」約８割を占めているが、「在宅」「通勤と在宅の両方」も

２％いる。 不安定就業を反映し、就業時間「４

時

１０時間未満」も１７％を占めている。 

回答数 構成比
総会員数

正社員 35 47%

項目

就業形態
75 100%

自営業種 2 3%
2 3%
6 8%

 
パート・アルバイト 21 28%
嘱託・準社員 6 8%
派遣 5 7%

 
 
 自家営業の手伝い

その他 
業上の地位や就業形態については、収入を伴う仕事をしている人のうち半数が、「正

社

イ

用

る

 
 
 

回答数 構成比
仕事をしている会員数 75 100%
項目

通勤 59 79%
在宅で仕事 11 15%
通勤と在宅の両方 5 7%
その他 0 0%

　

勤務形態

図 ３－１３ 勤務形態 

 
 
 
 
 

２ １週間あたりの就業時間については、

０ 間以上」は３９％にしか過ぎず、「３０時間以上４０時間未満」が２９％と続き、

「
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 図 ３－１４ 収入 
 
 

回答数 構成比
仕事をしている会員数 75 100%
年収130万円以下 25 33%
年収131万円以上365万円未満 27 36%
年収365万円以上500万円未満 8 11%
年収500万円以上 12 16%
無回答 3 4%

収入は

項目 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
３分の１以上の人が転職を希望しており、その理由は不安定就業、低収入を反映し、

「収入が低い」が半数を超える 

仕事から得られる収入に関する質問においては、年収も不安定雇用を反映し、児童扶

養手当の所得制限額３６５万円未満が７割を占め、児童扶養手当全部支給の所得制限額

１３０万円以下も３分の１を占めている。 
 
 

 
回答数 構成比

収入が低い 15 56%

2 7%
0 0%

その他 12 44%

転職したい

項目

転職したい人

 仕事をしている会員数 75 100%
したい 27 36%
考えてない 46 61%
無回答 2 3%

回答数 回答率
転職したい会員数 27 100%

 
 
 
 
 
 
 
 
 

勤務時間が長い 0 0%
社会保険がない 0 0%
休日がない 0 0%
時間外給与が出ない 1 4%
人間関係
仕事が自分にむいていない

のその理由
は？

項目

図 ３－１５ 就職の理由 
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 仕事を 「ずっと専業主婦で資格や特技がなく、仕事を探せない」

年齢制限で仕事が見つからない」等、ひとり親家庭の母親の抱える問題をあらわして

る。 

め、「正社員、正規職員」が７割を占める。 
また希望の勤務形態は、「在宅」と「通勤と在宅の両方」で６割を超え、子どもを抱

、自分のペースで働け、育児や家事と仕事の両立の図れる就業形態を希望している。 

していない理由は、

「

い

 希望の就業形態は、子どもを育てながら経済を担っているひとり親家庭の母親も多い

た

 

え

 
 
 
 

図  ３－１６ 仕事をしていない人の理由など 

回項目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

答数 回答率
仕事をしていない会員数 19 100%
ずっと専業主婦で資格や特技がなく、仕事を探せない 5 26%
年齢制限で仕事が見つからない 6 32%
病気で働くことができない 1 5%
子どもの保育が確保できずに働くことができない 2 11%
その他 6 32%

回答数 構成比
仕事をしていない会員数 19 100%
正社員・正規職員 13 68%
パート・アルバイト 2 11%
嘱託・準社員・臨時職員 1 5%
派遣 0 0%
自営業種（商店主、農家など） 0 0%
自家営業の手伝い（家族従業者） 1 5%
その他 2 11%

回答数 構成比
仕事をしていない会員数 19 100%
通勤 7 37%
在宅で仕事 7 37%
通勤と在宅の両方 5 26%
その他(仕事の場所を特定していない) 1 5%

項目

をしてい
人で、希
就業形態

をしてい
人で、希
勤務形態

をしてい
人はその

仕事
ない
理由

項目

仕事
ない
望の
は

仕事
ない
望の
は
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相談センター利用者は、離婚した、あるいは婚姻中でも離婚を考えている、既に別居

中の３０代、４０代の女性が圧倒的な割合を占めている。また、過半数は子どもが２人

以上いる。そして８割が仕事をしている。 

 

親は、子育てや家事といった家庭的責任と経済的な担い手を１人で負っている。その

め半数 が りになりやすい」など心身

衝動買い」「喫煙」「飲酒」も増える等、依存症状が出たり、鬱的症状も出ている。 
日常生活での相談相手は、友人や家族が圧倒的で、弁護士や行政など社会資源（公共

ービスも含む）を活用していない。その反面、心を割って話せる友人もなく、１人で

い悩み、孤独感を常に抱いている人もいる。健康について悩みを専門家に相談する時

や費用を割く余裕もないことが伺える。 

女性の利用者（会員）は婚姻中ずっと専業主婦だった人が多く、離婚後も資格や特技

なく仕事が探せない人、資格があっても採用時に年齢制限があって面接・試験も受け

れない人が多い。求められる環境としては、採用時の年齢制限の廃止や職業訓練が受

たい時に受けられ、教育訓練費等の助成もすぐ受けられるよう法制度の改正や整備が

要である。一方、厚生労働省が講じている支援策は、自治体によってばらつきがあり、

子家庭の母親が利用したくとも、実際には利用できていないことが多く、自治体への

援策の徹底が緊要であろう。 
また働きたくても保育所に子どもを預けられない母親も多く、母子家庭の場合、必ず

育所へ入所できるようにしたり、学童保育を小学校卒業までに引き上げたり、病児、

長保育等の支援も重要である。 

養育費については、養育費のガイドラインが作成され、不払いがあった場合に一度の

手続で将来分も強制執行できるようになるなど法改正が進んだが、経済的に破綻したた

め離婚した場合が多く、別れた父親も経済的に困窮し、実際には支払えないケースが多

い。そのためには養育費の立て替え払い制度等、別の制度の整備が必要である。また養

育費支払いには面接交渉も深く関連していて、面接交渉や共同監護権にする等、制度改

正や整備が必要であろう。 
 また、子どもの教育費について、母子家庭への無利子の奨学金の優先支給や中高等教

育の学費の助成等、将来を担う子どもたちへの支援も望まれる。 
離婚・別居直後が一番経済的に困窮するため、児童扶養手当や医療費の助成等、福祉サ

 就労していても、不安定就労であり、短時間労働のため、３分の１が年収１３０万以

下と収入も低いといった厳しい状況が伺える。

関心のある相談テーマは、やはり「仕事と経済」がトップで、次いで「離婚」「子ど

も」「将来の不安」「人間関係」となっており。会員の属性を反映している。母子家庭の

母

た 以上 「イライラする」「朝起きるのが辛い」「肩こ

の健康に症状が出ている。また、物や子どもに当たるなど、精神的な余裕がなくなり、

「

サ

思

間

 
 

が

ら

け

必

母

支

保

延
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ー

立しているため、駅に近く通勤に便利であ

と子ども部屋も必要になるなど、スペ

ー

 

る。 
老後、子どもに迷惑を掛けたくないと思う母親が多く、友人同士でグループホームを

プが行ったアンケート調査によると、福祉事務所の職

員

ビスの申請が速やかに処理できるよう制度運用の迅速化が望まれる。 
 
 母子家庭の母親は、育児・家事と仕事を両

ったり、子どもの学校や保育所から近いこと、スーパーや公園、公共施設から近い等、

利便性が求められる。また、子どもが大きくなる

スも重要である。 
 そのために、良質で安価で利便性の良い公共住宅への入居保証や、民間アパートに入

れるよう高齢者のような賃貸住宅の家賃債務保証制度の創設、住宅を購入する際の助成

等が期待される。 
また、母子生活支援施設の設備の改善や増設、管理的な運営の緩和、地域の空き住宅

を利用したグループホーム的な母子生活支援施設の設置等も望まれる。 

母子家庭の母親は、子育てコストがかかり、年金の保険料を払えず、自分が老後を迎

えた時に年金がない、あるいは基礎老齢年金も満額もらえない人がほとんどである。生

活扶助としての年金の最低保障制度が望まれ

始める場合の助成や介護保険制度利用の優先等の助成等も望まれる。 
 
 離婚前後は１人で思い悩み精神的に不安定になる。またひとり親家庭になってからも

家庭的責任と仕事の両立で心身共に健康を害している人が多い。 
しかし、専門的な相談を受ける等、社会資源を活用する人は少ない。育児・家事と仕事

で生活に追われ、時間や費用が割けないという物理的制約もある。 
母子家庭のネットワークグルー

や母子相談員、保健所等、役所での法律相談等、行政の相談窓口の対応で傷ついた人

も多い。職員への研修が必要であり、利用しやすいよう土祝日等の開設も求められる。 
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（２）ひとり親世帯の相談のサンプル 
 これまでに相談として多く寄せられた質問をサンプルとして提示し、相談を受けた際

あって就職できないのですが…。 

のカウンセラーのアドバイス方も含め例示から傾向をつかこととした。 
 
 
相談１：年齢制限が

回答 
確かに、新卒でも就職の厳しいこのご時世、年も若くない、長年のブランクがある、

資格や特技もないでは、再就職は難しいでしょう。 

 
 やりたい仕事をできる実力があるか、自分にきびしい評価をして、何ができるか考

  
数十社以上に履歴書を送り続け、やっと仕事に就けた人が多いのです。

えること。人とは違う持ち味を出す工夫をすること。今できる仕事から始めること。

余裕があれば資格をとるなど、さまざまな工夫、努力を体当たりでやっていきましょ

う。きっと何かがみつかるはずです。 
 

相談２：離婚後の再就職の秘訣は？ 
 

回答 
この不況の中で、女性が１人で子どもとの生活を支えられるだけの収入が得られる再

いる英字紙を取っ

 子どもの手当をする。幼い子どもがいる場合はどうしてもハンディになります。保

育園や病気の時などいざという時にみてくれる祖父母や友人、近所の人や同じ保育園

のお母さんなど確保しておくことです。 
 そして、やる気を示すこと。年齢制限をものともせず、会社に押し掛け、どうして

もこの仕事をやりたいという情熱を見せることです。自分は主婦業に専念していたけ

れど、こういう資格があるという自分の力や、健康である、明るいといった資質を売

り込み、子どもの手当もできていて、とにかく仕事に支障をきたさないよう準備が整

っていることをアピールすることです。 

就職は容易ではありません。作戦が必要です。 
 まず、情報集め。新聞も１紙ではなく、外資系企業が多く載って

たり、ハローワークにも足繁く通い、情報を集めましょう。 
 次に自分の資格や特技を探すこと。もしなければ職業訓練を受ける、昔取った資格

のブラッシュアップをするなどが必要です。 
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相談３：母子家庭への福祉サービスにはどんなものがあるの？ 
回答 
離婚後、全ての責任が自分１人の肩に掛かってくる。重圧に押しつぶされそうで、本

当に不安ですよね。ひとり親家庭への福祉サービスがいろいろありますので、必要な

扶養手当は、18歳まで（18歳になった年度末）の子どものいる母子家庭に給

00円、第３子以降は 3,000円支
れます。児童扶養手当を受けている場合、医療費の助成や公立高校の授業料の免

免などがあ

があります。 
 最寄りの社会福祉事務所へ行って情報を集めましょう。 

時は、どんどん利用しましょう。 
 児童

付され、所得制限があり、所得によって金額が違いますが、年収１３０万円未満の場

合１か月当たり第１子に４万 2,370円、第２子に 5,0
給さ

除、JR の通勤定期券の割引、上下水道料金や税金、国民年金保険料の減
ります。 
 自治体によっては、例えば東京都の児童育成手当など、独自の助成を行っています。

 他に、無利子や低金利でお金を貸してくれる母子福祉資金、母親や子どもが病気に

なった時に介護人を派遣してくれる制度

 
 

：家が狭くて、子ども部屋もなく引っ越したいのですが 相談４

回答 
母子家庭の場合、公営住宅への優先入居の制度があります。母子福祉資金の転宅資金

ってきましたので、最

う人も多いようですが、 

になってくれ、公社の住宅の申込を紹介し

も低利で借りられます。また、母子家庭が賃貸住宅に入居する場合の家賃保証につい

て、民間の家賃保証サービスを活用することもできるようにな

寄りの役所へご相談下さい。 
 公営住宅に、何度応募しても当たらないとい

申込を重ね母子枠ではなく、多数回落選者枠で入れた人もいますので、１度や２度で

はメゲずに、何度も挑戦して見て下さい。 
 何度か相談に行ったら、窓口の人が親身

てくれた人もいます。困った時は、１人で悩んでいないで、 
とにかく、相談し、情報を得ることです。 
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相談５：養育費の取り決めをしたのに支払いがないのですが？ 
回答 
離婚の際、養育費の取り決めをしても払わない父親は多く、実際に支払われているの

は、残念ながら２割に過ぎません。 
 できれば、家庭裁判所の調停で取り決め調停調書を作るか、公正証書にしていくと、

決めることをお勧めします。 

養育費を送ってこなくなった時、強制執行などができます。 
調停調書なら、家裁に父親に支払うよう連絡してもらう履行勧告や履行命令も利用で

きます。 
 2005 年の４月からは、養育費が支払われなかった場合、一度の強制執行の手続き
で将来分の養育費についても差し押さえできるようになりますので、調停調書や公正

証書で取り

 また、面接交渉も取り決め、離婚後も別れて暮らす父親が子どもの成長に関わって

いるケースの方が、養育費も支払われているようです。 
 
 
相談６：大学まで行かせたいのですが、学費がありません。 
回答 

やりたい、でも、学

で、悩んでしまいますよね。 

校、短大、大学、高専または専修学校に就学させるた

設の入学、

みて下さい。 

子どもが大学に行きたいと願えば、やはり母親としては行かせて

費が…

 別れた父親と子どもの面接交渉がうまくいっていて、養育費もきちんと支払われて

いるケースなら、父親に学費を折半してもらうよう交渉するのも１つの方法です。調

停で取り決めるのもいいでしょう。 
 母子福祉資金の修学資金（高

めに必要な資金）や就学支度資金（小中学校、高校、大学及び技能習得施

入所に要する資金）は無利子で償還期間も２０年なので、利用してみてはいかがでし

ょうか。最寄りの社会福祉事務所に相談して

 また、大学によっては特待生の制度もあって、学費免除になったケースもあります。

各種奨学金制度もご利用下さい。 
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相談７：離婚を子どもにどう伝えればいいか悩んでいるのですが…。 
回答 
初めのうちは嘘やごまかしで何とかなったとしても、本当のことを言わなくてならな

い時がきます。やはり、勇気を出して「パパとママは別れて暮らすことになった」と

けないこと、嘘をつか

ても、子どもに対しての愛情は変わらないことを必ず伝えて下さい。 

。父親や母親が家出をしたのは、決して子

を責めてしまうものなので

す。 
 離婚前のさまざまなトラブルの中で、毎日のように繰り返される夫婦喧嘩、怒鳴り

いに子どもをできるだ

込まないように、十分配慮してください。 

ます。 

子どもにわかる言葉で最初に言った方がいいと思います。親が離婚について嘘をつい

たり、離婚の話題を避けようとすれば、子どもは、聞いてはい

なくてはいけないことと、離婚が悪いことのように思い込んでしまいます。そして、

両親は別れ

 もう１つ注意したいのは、夫婦の争いに子どもを巻き込まないことです。例えば、

父親が家を出て行ってしまった時に「あなたがいい子にしていれば、パパは帰ってく

るわよ」などと言わないようにして下さい

どものせいではありません。子どもに対して残酷です。それでなくても、子どもは親

が出て行ってしまったのは、自分のせいではないかと自分

合う声。子どもの心は十分に傷ついているのです。親たちの争

け巻き

 親が明るくイキイキと生活していれば、時間が経つにつれて子どもも「離婚してよ

かったんだ」と思うようになると思い

 
 

サ に対応策を提示している傾向がうかがえる。こ

れは

る

 

の 方にも大きな技量が求め

ら

これまでの相談のサンプルを見ると、過去の相談事例を引き合いに出しながら公的な

ービス・民間のサービスを含め多面的

、精神的な相談においてよく見られる解決策を示さないなどとは性質が異なってい

といえる。 
また、電話での相談応対が中心であるため、リアルタイムで話している話題や相談者

心理状況が変化する特徴があり、カウンセラーの話題の進め

れ、相談自体の価値を決定付けているといえる。 
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 ネットやメールを利用した相談においては、以下の注意事項の指摘を受けた。 
 
【 取り扱い】 

れ

求

定

【

し

必

 
 
【 れた相談の利活用】 

＆

と

最 た事例集を相談員及びユーザーが検索

ることが可能となる。 

情報の

個人属性の情報を与えたうえでネットを介した相談が始まるため、プライバシーが漏

るのではないかとの意見がかなりある。対策としては、個人を特定できない仕組みが

められ、なおかつその状況がユーザーにも伝わる工夫が必要である。また、事前に特

情報を漏らさないなどの誓約がホームページ上で提示しておくことも重要である。 
 
利用者にとってのメリットの明確化】 
ネット内のコンテンツを監視する「相談員」を置き、掲示板に書き込まれた質問に対

ては、専門家が曜日や時間を決め、質問を受け付け、回答するといった運用ルールが

要。 

寄せら

様々な質問や悩みが寄せられている状況から、これらの情報（カルテ）の中から、Ｑ

Ａなどのコンテンツを収集・整理し、一般化した状態で情報発信していくことが可能

なる。 
さらに、掲示板のような形式で蓄えられた意見（事例）をデータベース化することで

新の事例集が出来上がるとともに、出来上がっ

す
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３．４ 最近のパソコンを使った技術系職種の動向 
（１）近年の就業形態 

でパソコンはなくてはならないものになっている。そのためパソ

コ

な た。このことから就業形態が多種多様になり、正規社員という枠組みにとらわれな

約社員・派遣社員といった非正規社員の労働

者

図３－１７ 非正規雇用の割合の増加 

 近年、仕事をする上

ンを使った技術系職種に就く人の数が大幅に伸びてきている。なぜパソコンを使った

技術系職種の需要が増加傾向にあるかというと、人々のライフスタイルが変化してきた

ことが考えられる。パソコンを使用することによって、今まで会社に出社して仕事をし

なければならなかったところが、自分の時間や場所にあわせて仕事をすることが可能に

っ

くなったのである。そこでパート社員や契

数が、役員を除く雇用者が 5,007万人いる中で 1,633万人と雇用者全体の約 3割に達
している。1

 

 

                                                  
1 平成 18年 10月 経済産業政策局 「雇用・労働制度を巡る動き」 P1・２ 
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（２）非 規社員増加の背景 正

に増加した背景には、ライフスタイルの変化とともに「正社員と

し と

し か

る

 

非正規社員の就業が急激

て働ける会社がなかったから」とする人が多く、働き方の多様化は必ずしも非正規社員

て働きたかったからではなく、働く場がなかったために仕方なく選択していることが分

。2

図３－１８ パートタイム労働者・派遣労働者の現在の就業形態に就いた理由 

 

                                                  
2 平成 18年版 厚生労働白書 P88・89 
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企業側の非正規社員の雇用の際に求めている理由として、派遣社員には「即戦力・能

力

ている理由として、「欠員補充等必要な人員を迅速に活用できるため」「コストが安

いため」としており、正規社員に比べるとコストを必要としないで、迅速に人材を確保

でき

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３－１９ 非正規社員の雇用理由 

 
ライフスタイルの変化によって、これまでそれぞれの事情で働けなかった人や限られ

た職種にしか就くことが出来なかった人が、派遣社員・契約社員・パート社員といった

非正規社員としての雇用形態や賃金を考慮した上で、自らが求める働き方をみつけるた

めには個人の就業スキルが重要視されており、国家資格などの各種資格や実務経験を武

器として就業のスキルアップを図ることが求められているのである。また非正規社員だ

けではなく、正規社員も入社３年目を超えた人の離職理由として「会社に将来性がない」

「賃金や労働時間等の条件がよくない」「キャリア形成の見込みがない」という理由が

30パーセントを超える状況である。4

                                                 

のある人材を確保するため」、契約社員は「専門的業務に対応するため」、パート社員

は「賃金節約のため」との雇用理由が上位にあり、就業形態ごとに雇用によって求めら

れている理由が異なっていることが分かる。また、正規社員ではなく非正規社員を受け

入れ

ることを理由としてあげている。3

 
3 平成 18年版 労働経済の分析 P148・149 

図表 8 4 厚生労働省 若年者キャリア支援研究会報告書 
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図３－２０ 入社１年以内・３年を超えてから離職した正社員の離職理由 
 

                                                                                                                                                  
「若年者の職業生活に関する実施調査（正社員調査）」 
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（３）技術系の職種 
 正規社員や非正規社員として働く上で、パソコンを使った技術系職種はどのような職

種があり、取得していると有利な資格や時給などの待遇がどのようになっているのか、

いくつかの職種を例としてあげてみる。 
 
①プログラマー 
プログラマーは、「プログラミング言語」というものを使用し、プログラムを書くこと

を仕事としている。市販のソフトウェアを使って、Web サイト作成から企業の業務シ
ステムのプログラム作成までの幅広い分野で活躍することができる。プログラミング言

語にはいくつかの種類があり、このうちのひとつをマスターすることからプログラマー

としての第一歩が始まる。将来的に複数の言語を使いこなせるようになれば、より多く

のプログラムを扱えるようになる。また、業務システムのプログラムに携わっている場

合は、システムそのものの仕様を考える SEにステップアップすることもある。 
【必要なスキル・資格】 
プログラム言語において、どの言語を身に ればいいのかは、自分自身がどんな分野

で働 連の分

野で働きたいならば、現在多くの企業で求 れている Java や PHP などの言語を身
につける必要がある。またWindows系のアプリケーションをやりたいのであれば、プ
ログラミング言語は依然として VB系言語の習得が求められている。ひとつの言語を覚
えれば異なる言語にも応用することができる。 
プログラマーとして必要な資格としては、「基本情報技術者」などの国家資格のほか

に、派遣案件で必要とされる開発言語に応じた「SJC-P（Java)」のようなベンダー系
資格や「XMLマスター」のような非ベンダー系の資格を取得することが必要となるだ
ろう。5

【給料の相場】 

つけ

きたいかによって異なってくる。たとえば業務アプリケーションや Web 関
めら

時給 関東  1,293円 東海  1,168円 関西  1,076円

日給 関東  7,833円 東海  6,000円 関西  9,333円

月給 関東 221,511円 東海 203,801円 関西 193,043円

【雇用・活用形態】6

正規社員 契約社員
アルバイト

・パート 
派遣 業務委託 その他 雇用・活用形態 

  （％） 
57.85% 6.02% 7.23% 4.60% 21.30% 0.05%

全職種平均（％） 46.56% 9.67% 24.26% 2.51% 10.82% 0.54%

                                                  
5 
http://oshigotoguide.froma.yahoo.co.jp/guide/000000010Z0108ZZZZZZ/Z108076ZZZ/301_108_076.html 

s 6 http://www.cin.or.jp/needs2004/needs/job/xls/s056.xl
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②システムエンジニア（SE） 

り、設計・構築だけ、あるいは運用・管理だ

けを手がけることもある。いずれもプログラミングの知識が必須となるため、プログラ

なる人も多い。SE の場合は、どのようなシステムをどのように作れ

考え

するケースがほとんどである。つまりコンピューターに関す

クニカルエンジニア」などの国家資格

を

【

システムエンジニアとは、企業の業務を効率化するコンピュータシステムの設計から

構築・運用・管理までの工程を手がける技術者のことである。勤務する会社の教務内容

やその人の経験によって仕事の中身は異な

マーを経て SE に
ば業務がより効率化できるかなどのシステムの仕様まで考える点がプログラマーとは

大きく異なる。そのため、ハードウェアから企業の業務内容までの幅広い知識を身につ

けることが必要となる。また、顧客である企業とやりとりする機会も多く、コミュニケ

ーション能力も必須とされる。 
【必要なスキル・資格】 

SEになるために必要なスキルは、まずプログラマーとしてプログラミングの知識を
身につけることである。プログラマーとして知識を身につけた後、システム全体を

る SEへとステップアップ
る知識を身につけることはもちろんのこと、プログラミングの知識も身につけることが

SEになるための必須スキルとなる。 
また必要な資格としては、開発や管理をするシステムの環境についての資格をまず確

保することである。有名なところでは、マイクロソフト認定の「MCP資格」や「オラ
クルマスター」などベンダー系の資格を取得することだ。他にも、「ソフトウェア開発

技術者」や「アプリケーションエンジニア」、「テ

取得することで、より就業の幅は広がるだろう。7

給料の相場】 

時給 関東  1,418円 東海  1,466円 関西  1,099円

日給 関東  7,542円 東海 15,000 円 関西 10,000 円

月給 関東 224,925円 東海 206,856円 関西 211,506円

 

【雇用・活用形態】8

正規社員 契約社員
アルバイト

・パート 
派遣 業務委託 その他 雇用・活用形態 

  （％） 
57.93% 7.33% 4.11% 20.91% 0.42%4.38%

全職種平均（％） 46.56% 9.67% 2.51% 10.82% 0.54%24.26%

 
 

                                                  
7 
http://oshigotoguide.froma.yahoo.co.jp/guide/000000010Z0109ZZZZZZ/Z109075ZZZ/301_109_075.html 
8 http://www.cin.or.jp/needs2004/needs/job/xls/s055.xls 
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③インターネットコンテンツ制作 

企業など活躍の場は増えている。 

【

イトなどの制作に必要な CGI、ホームページに
動

社認定資格である「SJC-P（Sun 
rammer for the Java Platform）」がある。また、その上位資格である

「 -WC C D Java Platform）」なら
サ ーサ の他にもHTMLを変身
させてデータベースとの連携性を作るなどの次世代のホームページ開発言語XMLに関
しては、「XMLマスター」という資格がある。Webクリエイターの場合は、Webクリエ

整備され始めたところで、日本情報処理教育普及協会の「ホームペ

ージ制作技術能力検定」や、マルチメディアコンテンツ振興協会（MMCA）の「マル
チ な また 社の ビ認

制度」 すれば、 定エ ート ーク 権を

き す 可 る。9

 

 

 

                                              

インターネットコンテンツ制作とは Web 制作会社などに勤め、個人から大企業まで
幅広いクライアントから依頼を受けて Web サイトを制作する。その業務は企画提案か
らプレゼンテーション、一緒に制作を進めていく社内外のスタッフへの業務発注、完成

した Web サイトの確認・運用など幅広い業務をこなす。サイト内で不具合が発生した
場合には、それを修正するという作業も行う。Web制作の現場は分業化が進んでおり、
見た目をデザインする Web クリエイター、Web をより使いやすく設計する Web プロ
グラマー、制作全体を取り仕切る Web ディレクターなどがある。就業の場としては、
Web制作会社のみならず、オンラインショッピングサイトを始めとしたWebサービス
企業、携帯コンテンツを提供する

 
必要なスキル・資格】 
必要なスキルとしては、Web サイトの制作に必要なネットの基礎知識を把握してい
る必要がある。ホームページを記述する言語である HTMLやホームページ作成ソフト
の使い方、Web サーバーへのアップロード等の知識については最低限身につけておい
たほうがよい。さらにショッピングサ

きをつけることができる Flash、ネットワークとセキュリティに関する知識なども習
得すると役立つだろう。 
インターネットコンテンツ制作において取得していると有利な資格としては、Web
プログラマーであれば、Javaについて基本的な技術力から実践的な開発力・設計力と
いった幅広い知識を問うサン・マイクロシステムズ

Certified Prog
SJC （Sun ertified Web Component eveloper for the 
ーバ イドの機能も実現でき、活躍の場は広がるだろう。そ

イター向けの資格が

メディアソフト制

に合格

作者能力認定試験」 どがある。 アドビ 「アド 定試験

アドビ認 キスパ ロゴマ の使用 獲得することがで

、名刺などに印刷 ることも 能とな

    

Z0108ZZZZZZ/Z108095ZZZ/301_108_095.html 
9 
http://oshigotoguide.froma.yahoo.co.jp/guide/000000010
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【給料の相場】 
時給 関東  1,022円 東海   876円 関西   896円

日給 関東  7,796円 東海    － 関西  7,382円

月給 関東 202,643円 東海 178,865円 関西 202,390円

 

 

 

【雇用・活用形態】10

正規社員 契約社員
アルバイト

・パート 
派遣 業務委託 その他 雇用・活用形態 

  （％） 
58.09% 16.51% 7.73% 3.10% 13.33% 0.00%

全職種平均（％） 46.56% 9.67% 24.26% 2.51% 10.82% 0.54%

 
 

                                                  
10 http://www.cin.or.jp/needs2004/needs/job/xls/s061.xls 
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④グラフィックデザイナー 
ナーの仕事は、構図や色・デザインを組み合わせて、伝えたいメ

ッ ジを やカタログ・パンフレ

ッ はじ 紙媒体にデザインする

作 行う 電車や車のボディデザ

ンまで手がける人も存在し、活躍する場は幅広くある。広告分野で活躍するグラフィ

クデザイナーに対し、雑誌専門で活躍する人はエディトリアルデザイナーと呼んで区

している場合もある。しかし広告と雑誌の両方を手がけるデザイナーも少なくないの

れているのが一般的である。大学や専門学校、専門のスクールな

どで美術やデザインについて学んだ人が数 ており、最初は制作プロダクショ

ン

 
【 格

グラフィックデザイナーは、パソコンでデザインを行うDTPを使用することが主であ
ため、関連ソフトを扱えることが絶対条件となる。広告制作の場合は画像処理ソフト

のPhotoshopや画像描写ソフトのIllustrator、雑誌制作の場合はこの二つに加え、DTP
ソフトのQuarkXPressに関する知識と技術の習得が必要となる。資格の有無は問われ
ないが、DTPや印刷の知識・技術を認定する「DTPエキスパート」や色に関する「色
彩検定」などを取得しておいてもよいだろう。11

 

【給料の相場】 

グラフィックデザイ

セー ビジュアル化して表現することである。主にポスター

トを めとして、雑誌・書籍・チラシ・ハガキ・名刺などの

業を 。他にも電飾看板や垂れ幕・Tシャツのロゴ以外にも
イ

ッ

別

で、デザイナーと呼ば

多く就業し

始まる。 や広告代理店などで経験を積むことから

必要なスキル・資 】 

る

時給 関東   987円 東海   927円 関西   900円

日給 関東  8,355円 東海  7,000円 関西  6,853円

月給 関東 193,276円 東海 176,562円 関西 190,489円

 

【雇用・活用形態】12

正規社員 契約社員
アルバイト

・パート 
派遣 業務委託 その他 雇用・活用形態 

  （％） 
34.99% 6.52% 13.11% 0.18% 30.61% 0.00%

全職種平均（％） 46.56% 9.67% 24.26% 2.51% 10.82% 0.54%

 

                                                  
11 
http://oshigotoguide.froma.yahoo.co.jp/guide/000000010Z0108095ZZZ/Z110082ZZZ/301_110_082.html 
12 http://www.cin.or.jp/needs2004/needs/job/xls/s109.xls 
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⑤DTPオペレーター 
DTPとは Desk Top Publishingの略語で、パソコンを使って紙面のデザインやレイ
アウトを行うことである。DTPオペレーターになるには、この DTPで使用するソフト
を自由自在に操り、デザイナーやアートディレクターの指示に従って、デザインやレイ

アウトを仕上げていく。ポスターや CDジャケットなどのグラフィック要素が高いもの
に関しては、画像サイズの変更や画質の調整、色彩のチェック、印刷する際に適切なデ

ータに修正する作業を行うことが多い。また、雑誌や書籍などの文字要素の多いものに

関しては、文字を所定の場所に流し込んで体裁を整えるという作業も加わる。 
 
【必要なスキル・資格】 

DTP オペレーターに求められるスキルとしては、画像のリサイズや加工・レイアウ
の変更等の作業を行うため、画像処理ソフトである Photoshop や画像描写ソフトの

QuarkXPressなどの技術と知識が必要とされる。最近では
Q

よい印刷物を作る」ために必要な製版

や印刷の知識からDTPの基礎・コンピューターに関する知識全般の習得を必要とする印
スペシャリストであり、適切なアドバイスやコンサルティングを行う

こ 出来

 

【 相場

ト

Illustrator、DTPソフトの
uarkXPressだけではなく、InDesignという DTPソフトのシェアも増加傾向にある
ので、QuarkXPress の他にも InDesgin も使用できると就業の場は広がるだろう。ま
たソフトが扱えるだけではなく、いかに正確に速くオペレーションができるかも問われ

てくる。 
DTP関連の資格としては、「DTPエキスパート認証試験」がある。「DTPエキスパー

ト認証試験」は、DTP制作の現場において「より

刷の全工程を知る

とが る資格である。13

給料の 】 
時給 関東   973円 東海   836円 関西   879円

日給 関東  7,542円 東海   － 関西  7,154円

月給 関東 193,090円 東海 170,57 187,788円1円 関西 

 

【雇用・活用形態】14

正規社員 契約社員
アルバイト

・パート 
派遣 業務委託 その他 雇用・活用形態 

  （％） 
47.17% 10.86% 11.69% 9.54% 20.56% 0.00%

全職種平均（％） 46.56% 9.67% 24.26% 2.51% 10.82% 0.54%

 

                                                  
13 http：//haa.athuman.com/aＣＡＤemy/dtp/license/index.html 
14 http://www.cin.or.jp/needs2004/needs/job/xls/s148.xls 
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⑥ＣＡＤオペレーター 

必要なスキル・資格】 
手先の器用さよりも設計対象のコンセプトをつかむ理解力、

細

。15

  

ＣＡＤとは Computer-aided designの略語で、パソコンとＣＡＤのソフトを使用し、
設計者の原図どおりに工業製品や部品、建造物の設計・デザイン図を描くことがＣＡＤ

オペレーターの仕事である。従来の設計図は製図台とドラフターを使用して手描きで作

成されていたが、十数年前にＣＡＤが導入されてからは比較的短時間で簡単に製図を作

成することが可能になった。ＣＡＤオペレーターは建設業界だけでなく、航空機・自動

車・機械・家電・通信・服飾などの分野においても活躍している。 
 
【

ＣＡＤオペレーターは、

かなデータ入力をミスなく行う緻密さ、そして速さが求められる。また全くの初心者

の場合は、専門のスクールや通信教育などで半年間程度専門技術を学ぶ必要がある。そ

の際にどのようなＣＡＤソフトを使って学習をしたのかが重要になってくる。なぜなら

ば、ＣＡＤを使用するそれぞれの業界ごとに定番のソフトが決まっている。 
取得していると就業に有利な資格としては、パーソナルコンピュータソフトウエア協会

による「ＣＡＤ利用技術者」や全国建築ＣＡＤ連盟による「建築ＣＡＤ検定」といった

資格がある

【給料の相場】 
時給 関東  1,102円 東海  1,073円 関西  1,157円

日給 関東  7,684円 東海 10,340 円 関西  8,700円

月給 関東 197,268円 東海 201,377円 関西 191,080円

 

【 活

 

雇用・ 用形態】16

正規社員 契約社員
アルバイト

・パート 
派遣 業務委託 その他 雇用・活用形態 

  （％） 
43.94% 9.05% 21.02% 5.38% 12.26% 0.00%

全職種平均（％） 46.56% 9.67% 24.26% 2.51% 10.82% 0.54%

 

                                                  
15 http://www.engineersguide.jp/index.html
16 http://www.cin.or.jp/needs2004/needs/job/xls/s063.xls 
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⑦人気資格 
 

択しやすいことが

気の理由であろう。17  
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

1－3 で記載した技術系職種に就業するにあたり、必要となってくるのがスキルや資
格である。それぞれの職種にあった資格を取得することで就業の幅は大きく広がる。現

在、パソコンを使った技術系の職種の中で人々に一番関心を持たれている資格はＣＡＤ

である。ＣＡＤが人々に関心を持たれている理由として、ＣＡＤの技術者は正規社員だ

けではなく、派遣社員や契約社員の他にSOHOや在宅ワークといった就業形態をしてい
る人でも就業しやすく、自分のライフスタイルにあった就業の形を選

人

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

                                                  
17 http://www.schooljob.jp/ranking/index.html 
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３・５ 就業情報提供システムの開発を考える上でのニーズ 

表 ３－４ 在宅就業ニーズ 

（１）ニーズの整理 

「在宅就業の管理者」、「在宅就業従事者」、「相談者」、「相談への助言者（カウンセラ

ー、インストラクターなど）」へのヒアリングを元に、就業情報提供システムの開発を

考える上でのニーズを整理した。 
仕様に盛り込むべきニーズをまとめることとする。 

 

対象 ニーズ 

在宅就業者への業務依頼のレスポンス向上 

在宅での入力作業データを受け渡しする際の機密性確

保 
在宅業務管理者 

が必要 在宅就業者のスキルに応じた業務依頼の仕組み

在宅就業者同士がコミュニケートできる場が必

る 
要であ

作業時の工夫・効率化といったノウハウを共有したい 在宅就業者 

）が必パソコン操作スキルを向上させる仕組み（機能

要 

相談者 抵抗なく質問ができ、的確な助言がほしい 

カウンセラー 相談の傾向や個々の相談履歴を効果的に活用したい 
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（２）在 就業システムへのニーズ 宅

率化支援 

）を管理者（インストラクター）以外の人と情報交

換  
題：在宅就業者同士がコミュニケートできる場が必要である

①在宅就業時の作業効

在宅就業者が相互に情報交換・交流が可能な場（コミュニケーションスペース）への

ニーズが最も高い。これは、在宅就業者独自の悩み（「孤独感」、「作業の進み具合の確

認」、「業務実施レベルの確認」など

することで、安心して業務が進められるためである。

課  
 
②業務ノウハ 業効率化のための情報交換 
 業務により、入力元（紙媒体など）への工夫やデータ入力フォームへの工夫（たとえ

ばＥｘｃｅｌへデータを入力す と作業

しながらチェックが行えるなど）など、作業者独自の効率化への工夫が多々ある。これ

らの情報は、在宅就業者同士が、気兼ねなくコミュニケートできる環境が必要であり、

これらの情報交換を多くの作業者が参考にできる仕組みが必要となる。これまでの業務

遂行時には、面識のある在宅就

新たに参加した人や他の作業者とあまり面識のない人などは作業時に苦労を強いられ

ていた。したがって、メールでの

ウが多数の作業者へ伝わる公開 掲示板のような仕組みが必要となる。 
課題：作業時の工夫・効率化といったノウハウを共有したい

ウ、作

る場合、独自の入力チェック計算式を入れておく

業者間ではメールのやり取りなどで補っていたものの、

限られた人数でのコミュニケートから、各々のノウハ

型の

 
 
③入力業務の特性を身に付けるトレーニングを行いたい 
 これまでの在宅就業において

「在宅就労を始めるにあたっては、日常生活でのパソコンの利用とはボリューム

な るで違うので、社会人が新人教育時に受けるようなパソコン る基

本ルールのマニュアル（たとえばメールの送受信が中心になるので、添付ファイ

ルや圧縮・解凍についてなど）を示して欲しい。」 
業ノウハウ・

時提供出来るよう準備していただきたい。」 
れらの意見から、データ入力のノウハウや自身の不得意分野の訓練が行える研修の仕

み、または模擬業務によるトレーニングへのニーズがある。また、在宅就業で得たノ

ウハウをいかし、今後新たな就業へのステップとして活用できるよう、企業でのパソコ

ン利用やデータ入力、文書作成を身につけられる仕組みの提供が必要となっている。 
課題：パソコン操作スキルを向上させる仕組み（機能）が必要

は、以下のような要望が寄せられている。 

どがま に関す

「作業者の作 技術維持向上の為に必要な資料（模擬業務など）を常

こ

組
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（３）ひとり親世帯の相談ニーズ 
 在宅就業支援の仕組みとともに、自立した前向きな生活が送れるよう、子育て、生計、

就

ーまたはインストラクター）

相談利用者のニーズ 

業など多くの悩みを相談できるスペースが求められている。一般的には、電話相談や

面接相談の形式で「悩みの相談」が行われている。 
 本システムにおいては、インターネットを介し、気軽に相談できる仕組みの構築を目

指す。そこで、相談者（ユーザー）と管理者（カウンセラ

の双方のニーズについてヒアリング結果を元にまとめる。 
①

 
表 ３－５ 利用者のニーズ 

利用者のニーズ 

抵抗感無く相談所に入りたい 

質問に答えて欲しい 

自分の興味分野の確認ができる 

仲間と情報交換したい 

自分と類似の家庭を知りたい 

どこに相談すればよいかを教えて欲しい 

 
 インターネットを利用した相談の仕組みを利用するユーザーのニーズとしては、表３

ケートや個別の相談といった

置と、非公

開方式

項目に

るコン

 
②管理

 

－４にまとめられた内容が中心となる。仲間とのコミュニ

２つのニーズを考慮し、公開方式（掲示板など）のコミュニケート広場の設

の個別相談の窓口が必要である。他方、「抵抗感なく相談所に入りたい」の意見

ついては、在宅就業支援の広場であるという共通の目的があるため、気軽に入れ

テンツの用意は不要であると考える。 

者（カウンセラー、インストラクター）のニーズ 

表 ３－６ 管理者のニーズ 
管理者のニーズ 

相談者の傾向を知りたい 

時系列的な変化を見たい、相談者の相談分野（興味分野）

の傾向を知りたい 

新たな課題の抽出（啓発など）に役立てたい 
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 ユーザーからの相談を受け、回答する管理者側のニーズとしては、相談者の傾向をつ

いといったニーズにあたる。 

め細かな対応が要求される

。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

かみたいといった内容がまずあげられている。これは、社会環境や子育て・生計を取り

巻く環境の変化により、その時々でひとり親世帯の悩みの傾向が変わるため、最適なア

ドバイスを行えるよう、現状での一般傾向をつかみた

 また、１人のユーザーの過去の相談状況を時系列で把握することで、個々に応じたよ

り適切なアドバイスへとつなげることができる。インターネットを利用しながらも、相

談といった多様な項目への助言においては、個々に応じたき

といったニーズにあたる
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４．就業情報提供システムの検討 

 
４．１ システムの検討 
（１）設計の考え方 
一方向による情報発信のみならず、インターネットを利用した双方向によるコミュニケ

ーションツールの提供も含めて、提供手法・流通手法の検討を行う。母子家庭の母の在宅

での仕事は孤独で、自分のスキルレベルや仕事の評価、また今後の仕事や子育てへの取り

組み方など様々な不安があり、情報の発信やコミュニケーションはケアのための重要な手

になると考えられる。 
在宅就業を支援する目的に沿って、在宅就業支援データベースを構築し、在宅就業向

の業務量を増加させる。一定規模の在宅業務をインターネット経由で流通させるには、

在行われているＮＰＯ法人あごらの在宅就業紹介の現状をヒアリングし、在宅ワーカ

とデータセンターが相互効率的に業務遂行可能となる要件を調査する必要がある。ま

、システム設計を行うに当たっては、現状で課題となっている以下の項目をクリアし

ければならない。 

• 在宅業務遂行をインターネットでも機密性を保持する 
• 在宅ワーカーのスキルに応じた業務の紹介機能 
• データセンターでの入力データのチェックが効率的に進められる機能 

また、就業支援データベースには、在宅ワーカーの「業務実績」や「現状保有スキル」

どの就業者情報を蓄積し、中・長期的に業務難易度や受発注スケジュール（納期など）

応じた業務紹介が出来るような構造を目指す。 

上記の要件調査およびシステムの諸仕様に基づき、在宅就業支援データベースを構築

る。 

在宅就業支援のインフラを効果的に利用するために、相談データベースを補助システ

として構築する。相談データベースの役割は、①在宅作業者が作業時の孤独感が薄ら

ように作業者間でコミュニケートできること、②子育てや生活などの悩みをネット相

にて応じるカウンセラーが過去履歴を効果的に活用することが目的としてあげられ

ため、現状で行われている電話および面接形式の相談に対応している相談員からニー

をヒアリングし、システムに必要な要件を固める。続いて、必要なシステム要件を充

たし安価に維持・運用できるようシステム設計を行い、システムの構築へとつなげてい

く。 

段

け

現

ー

た

な

な

に

 

す

 

ム

ぐ

談

る

ズ
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 Ｗｅｂによる在宅就業支援システムの開発フロー 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 ４－１

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

要件調査 システム設計・構築 運用 

就業支援データベース 

● 在宅就業の業務メニューの検討 
状の在宅就業形式・課題のヒアリング● 現

● 相談員へのヒアリング 
● 在宅就業者へのヒアリング 
● 在宅就業サポートニーズの調査 

相談データベース 
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４．２ 現状での稼働システムの知見 
（１）ＮＰＯ法人あごらの場合 

現状での在宅 て、現在ＮＰＯ法人あごらが行って

いる業務紹介を

就業支援の方法（運用方法）につい

紹介する。 

業務発注 

業務

在宅就業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受注 
センター 

在宅就業 
登録者 

在宅就業 
センター 

メールマガ

ジンの発信 

業務参加申

し込み 
業務依頼通

知 

在
宅
就
業
セ
ン
タ
ー 

入力フォーム 
（メール） 

入力媒体 
（郵送） 在

宅
就
業
セ
ン
タ
ー 

作業後ファイル 
（メール） 

 

◆━━━ WNO3003市場調査表の入力チェック業務担当者を募集します━━━━◆ 

打ち合わせには出社していただきますが、作業は在宅で可能です。 

＜募集要項＞                    ♪ （*^ー^）人(*^-^*) 

──────────────────────────────────── 

①対象者     ＮＰＯあごらのパートナー会員 

②人数       １名（面接を行います） 

③募集締切    7月末日 

④作業期間    本年8月～来年3月まで 

⑤作業量      月に5日程度 

⑥報酬        固定24,000円／月（ただし交通費は別途支給） 

⑦必要条件     単純なＥｘｃｅｌ操作が可能な方で、メールが自宅で使える方。 

            （ただし無料メールは除く）基本的に在宅での作業となり 

             ますが、打ち合わせが都度発生しますので（1時間程度）、 

             打ち合わせ時に潮見までの通勤が可能な方。 

⑧打ち合わせ出社先 ＮＰＯあごら東京センター 

              （東京江東区潮見：京葉線潮見駅徒歩5分） 

⑨記入項目     ・WNO3003 市場調査表の入力チェック 希望 

               …メールの件名（subject）へもご記入ください 

             ・住所、氏名、連絡先電話番号 

◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆ 

図 ４－２ ＮＰＯ法人あごらの在宅就業支援の仕組み 
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 現在の 宅就業支援の仕組みは、データ入在 力を発注する企業・団体から業務受注を在

ガジン（在宅業務紹介メール分の一例：図４－２）に

よ

週間前後の業務希望者受付期間を設定している。 

 在宅就業者は、メールマガジンを受信・確認した後、自身の都合から作業が可能であ

れば、在 ンターに業務参加の申し込みメールを送 。 

 在宅就業センターは、 加状況から業務をお願いする就業者に通知連絡を行

い、ここまでの事務手続きにて業務申し込みが完了する。 

 実際の業務は、データ入力の内容により多少の違いはあるも 般的には、入力

元（紙媒体が 資料は在宅就業者に郵送にて送付を行い、 ーム（入力仕様

書も含 送信される。作業者は、上記２つの資料を受け取った後、作業

期間内で入力作業を行う。 

 

宅就業センターが受け、メールマ

り在宅就業者向けに業務案内の連絡が発信される。その際、在宅就業者のメールの確

認日数などを考慮に入れ、１

宅就業セ 信する

業務への参

のの、一

中心） 入力フォ

む）はメールにて
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（２）現状の在宅就業支援における課題 

 現在の在宅就業の運用方法においては、以下の課題があがっている。 

 

①データ入力業務の短期間での対応が困難 

 パソコンによるデータ入力業務が開始された当初の業務受発注においては、相当規模

の入力元を一括で預かり、納品までの期間も１ヶ月以上の長い期間であったため、入力

るニーズが高く、作業のレ

頼のレスポンス向上

業務に割く時間を長く設定することができた。 

 しかしながら、最近では、少量の入力元を短期間で入力す

スポンスが要求される。したがって、受注を受けてから、在宅就業者の選定までの期間

をできる限り短縮することが求められる。そのためには、在宅就業者（在宅就業センタ

ー側の把握）への情報発信と申し込みの業務を一元で管理することが必要となる。 

課題：在宅就業者への業務依  

②データ入力業務の情報セキュリティーの向上 

 データの入力業においては、入力環境への機密性が受注を獲得する際に求められる。 

現状の運用方法に照らすと、入力後のデータをメールで送受信（在宅就業者が送信し在

宅就業センターが受信する）となっており、機密性を保持するための施策がとられてい

ない状況にある。そこで、インターネットのセキュリティ機能（ＳＳＬ）を利用するな

ど、入力データの機密性の確保が課題としてあげられる。 

課題：在宅での入力作業データを受け渡しする際の機密性確保

 

 

 

③在宅就業者のスキルに応じた業務依頼の仕組み構築 

 データ入力業務の受注から納品までのスピードを向上させるためには、在宅就業者の

スキルに合わせた業務依頼が必要となる。現状の運用では、業務の申し込みメールを受

信した後、在宅就業センター側の就業者名簿から過去の業務を行った状況を参照し、業

務依頼者を決定するというように、ばらばら
．．．．

のプロセスで進められている。したがって、

在宅就業者の一覧からデータ入力の「スピード」・「精度」（文字入力が得意、数値入力

が得意、短期間のタイトなスケジュールでも業務遂行可能など）といったスキルを自動

参照しながら、業務依頼が行える仕組みが必要となっている。 

課題：在宅就業者のスキルに応じた業務依頼の仕組みが必要 

 

以上の３つの課題が、現在、在宅就業を行っているＮＰＯ法人あごらへのヒアリング

から明らかとなった。したがって、上記要件を満たす機能を本システムの中に組み込み

開発を行うこととする。 
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４．３ 就業情報提供システムの仕様 

 

（１）システムのハードウェア・ソフトウェア・運用仕様 

 ディスク  ： 36GB Ultra320 SCSI ドライブ×２ （RAID １） 

 Server 2003 Standard Edition 

開発時は以下のブラウザを

 ブラウザ  ： Microsoft® Internet Explorer 6.0 

（在宅就業者が入力を

ティー対策としては、次

ような仕組みとして運用を行う。 

ルのやり取りおよび就業の紹介・採用の通知においてはすべ

て SSL による暗号を採用しネット上で機密性を確保する 

 就業情報提供システム（以下、本システムという）に必要な「在宅就業者」「管理者」

「相談者」のニーズを明らかにした。そこで、システムを構築するに当たっての仕様に

ついてまとめることとする。 

運用を考慮したハードウェア仕様を以下に列挙する。 

 

①システム動作環境（サーバー仕様） 

 CPU   ： Intel® Xeon™ プロセッサ ２.4GHz 

 メモリ  ： 512MB 

 OS   : Microsoft® Windows®

 Ｗｅｂ サーバー ： Microsoft® Internet Information Service 6.0 

 データベース ： Microsoft® SQL Server™ 2000 Desktop Engine 

 

②ユーザー動作環境 

 利用するユーザーは、インターネットブラウザとするが、

用い動作確認を行った。 

 

③ユーザー動作環境 

 本システムは、下記の個人情報を取り扱うものとなる。 

 在宅就業者の基礎登録情報 
 在宅就業者の就業履歴 
 相談者の相談書き込み 
 

また、在宅業務入力においては、発注者から預かった機密情報

終えた電子ファイル）もあわせて取り扱う。そこで、セキュリ

の

 個人情報が核にされたデータベースは、ファイアーウォール内のサーバーでのみ取
り扱うこととする 

 在宅業務の電子ファイ

 73



（２）システム運用構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
SSL通信 

図 ４－３ システム運用構成 
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（３）システム運用監視の体制 

監視体制としては、サーバーへのアクセスが毎日記録されるログファイルを定期的に

われることのないように、外部との境界を流れるデータを監視し、不正なアクセスを

出・遮断するため、サーバーに直接進入されることはまずないと考えてよいが、過去

ログファイルをチェックすることにより、最善の監視体制を維持する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックして不正なアクセスや、不明な送信元などを確認する。 

事実上、ファイアーウォールがデータやプログラムの盗み見・改ざん・破壊などが行

な

検

の
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５．Ｗｅｂによる就業情報提供システムの設計 

 
 Ｗｅｂのシステム構成は以下となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図 ５－１ システムの構成 

 

 
５．１ システムの構成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

トップページ 

認証（ログイン） 

トレーニング（ユーザー共通） 

コミュニケーション（ユーザー共通） 

在宅就業紹介（ユーザー共通） 

業務（ユーザー個別） 

相談（ユーザー個別） 

→ユーザー認証 
 （ユーザー／管理者の判定） 

→ユーザーの業務トレーニング 
 （一般的なアプリケーションの利用方法など） 

→新規書き込み／他のメンバー書き込みへのコメント 
→話題の設定／削除（管理者） 
→ユーザーの書き込みへの回答（管理者） 

《在宅就業者》
→業務照会内容の参照 
→業務への参加登録 
 
《管理者》 
→新規業務募集登録 
→終了業務の削除 

《在宅就業者》
→業務採用の確認 
→ワークファイル（作業ファイル）のダウンロード 
→作業後完了ファイルのアップロード 
 
《管理者》 
→業務以来ユーザーの選定 
→ワークファイルのアップロード 
→作業完了ファイルの受信 

《相談者》
→相談の書き込み・送信 
→カウンセラーからの回答確認 
《カウンセラー》 
→相談への回答の書き込み・送信 

ユーザー登録画面 
DB 
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５．２ 個別機能概要 
 
（１）ロ イン・認証 グ

ログイン画面（トップ画面）においては、ユ ザーＩＤとパスワード（管理者側が指

行う。管理者も同じ画面からログ

ンするものとし、管理者用の IDにより管理者画面へと進む。 

本システムは、ユーザー登録については管理者が行うものとし、在宅就業システムの

用希望者は事前に紙媒体で必要情報の提出を行ってもらう。理由としては、業務を行

にあたって管理団体との個別の契約が必要であること、就業報酬の振込口座情報など

面として必要不可欠な情報があるなどのためである。 

２）トレーニング機能 
データ入力業務は、一般的には表計算ソフトへの数値入力およびワープロソフトへの

字入力が中心となる。これらの表計算・ワープロソフトなどの基本的な操作方法の解

および模擬業務のトレーニングを行う研修機能を備える。 

３）コミュニケーション機能 
在宅就業者・管理者が公開形式でコミュニケートできるよう掲示板を設定する。管理

は、入力業務に応じて、または、ユーザーが求める話題に応じて掲示板を開設／削除

る機能を備えるものとする。 

４）在宅就業紹介機能 
在宅就業者》 
在宅就業者が、現状で募集している業務の一覧を参照することができ、個別の業務の

件も詳細に確認し、当該業務への参加登録が行えるようにする。 
管理者》 
データ入力の受注を受けた後、入力業務の詳細（期間・報酬・入力業務概要など）を

録し、募集を開始する機能を備える。また、業務が終了した際は、掲載業務情報を削

する機能を備える。 

５）在宅業務機能 
在宅就業者》 

 在宅就業者は、応募した業務の採用状況を確認し、採用されている場合は、ワークフ

ァイルのダウンロードを実行し業務を開始する。入力が完了した際は、作業ファイルを

アップロー

 ー

インを定したものを利用）を入力しシステムへのログ

イ

 
 

利

う

書

 
（

 

文

説

 
（

 

者

す

 
（

《

 

条

《

 

登

除

 
（

《

ドする機能を備える。 
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《管理者  》
業務を依頼した作業者がそれぞれアップロードした作業ファイルを一覧で確認し、ダ

してのチェック・集約へと業務を進める。 

子育て、生計、在宅就業などさまざまな悩みについて、タイトルとその概要を書き込

認する。また、相談者へのア

バイスを入力し、送信する機能を備える。 

 

ウンロードして成果物と

 
（６）相談機能 
《相談者》 
 

みカウンセラーへの送信を行う。 
 また、カウンセラーからの回答が一覧で提示され、回答を確認する機能を備える。 
《カウンセラー》 
 相談者からの相談を一覧で確認し、個別の相談内容を確

ド
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５．３ 在宅就業支援システムのデータベース概要 
 

表 ５-１ データベース項目 
No. テーブル名称 データ項目 
001 ユーザー 在宅就業希望者情報 
002 ユーザータイプコード 管理者、ユーザー（在宅就業者） 
003 参考資料 テーマ別掲示板課題 
004 相談 相談者からの相談、カウンセラーからの回答 
005 ユーザーメール一覧 在宅就業者のメールアドレス 
006 職種コード 職種のコード 
007 職種区分コード 職種の区分コードデータ 
008 都道府県コード 都道府県のコードデータ 
009 メール送信履歴 メール送信履歴データ 
009 職種コード 職種のコード 
010 職種区分コード 職種の区分コードデータ 
011 都道府県コード 都道府県のコードデータ 
012 メール送信履歴 メール送信履歴データ 
013 就業紹介 就業紹介一覧、採用者一覧、業務内容 
014 業務 作業用ワークファイル、 
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６．母子家庭でのＷｅｂによる試運用 

 
６．１ Ｗｅｂによる実験

ＮＰＯ法人あごらのサ 開発した在宅就業支援システ ような

視点で す た。 
  実 容 めのサイトの設

    ュニケーションツールの提

    Ｗｅｂの公開による利用者の意

     

 利用 ロ ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６－１ 利用フロー 
 

 
ーバ上で、今回 ムを以下の

試行 ることとし

験内 ：コンテンツ配信のた 置 

     コミ 供 

     見聴取 

     改善点の整理

のフ ーは以下の通りで

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登録 

ユーザー 管理者 

システム内に情報 
登録 

本人及び必要情報の確

認 

ユーザーＩＤの 
発行 ユーザーＩＤ 

受け取り の

必要書類（押印）

の作成 

業務紹介 
作業業務選択 
（応募） 

作業者選定 
通知 

業務開始 
（フォームダウンロード） 

業務完了 
（作業ファイルアップロード） 

作業用ファイルの登録

業務完了ファイル 
ダウンロード 

＜データチェック＞ 

納品 

業務受注 

ユーザーコミュニケート 

業務質問 
相談 

業務質問 

相談 
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 ６．２ 在宅就業支援システムの画面フロー 

面

 

６－２ 画面フロー 

 
（１）画 のフローチャート 

図

ユーザー 管理者 

ユーザー登録（６．３） 

ログイン（６．４） 

トップ（６．５ 

トレーニング（６．６） 

コミュニケーション（６．７） コミュニケーション（６．８） 

在宅業務紹介 
（６．９） 

在宅業務紹介 
（６．１０） 

業務（６．１１） 業務（６．１２） 

相談（６．１３） 相談（６．１４） 
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（２）ユーザー登録画面 
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図 ６－３ 

ユーザー情報登録 
ボックス 



（３）ログイン画面 
 
 図 ６－４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＤ・パスワード 
入力ボックス 

ログイン 
ボタン 
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（４）トップ画面（ユーザー） 
メインメニューは以下の５つである。 

コミュニケーション 

在宅就業紹介 

相談 

業務 

 

・トレーニング 

・

・

・

・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ６－５ 

コンテ

一覧

ンツ 
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（５）トレーニング画面（ユーザー） 
 
 図６－６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トレーニング一覧 
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（６）コミュニケーション画面 
 
 
 
 
 
 

図 ６－７ 

ユーザー発言 

ユーザーコメント 
管理者（インストラクター）コメント 

発言一覧画面 

個別タイトル 
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 図 ６－８ 
 
 
 
 
 
 
 個別タイトル 

新規発言画面 

発言タイトル 
入力ボックス 

発言内容 
入力僕巣 

発言登録ボタン 

発言リセットボタン 
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図 ６－９ 

コメントへの記入 
リンク 

個別タイトル 

コメント作成画面 
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７）在宅業務確認・応募画面（ユーザー） （

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紹介業務一覧 
（受付期間） 

業務紹介タブ 

業務応募ボタン 

図６－１０ 
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（８）業務応募後の画面（ユーザー） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ６－１１  

応募する業務内容の確認 
条件・報酬などが記載されている 

応募（申し込み）ボタン 
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（９）在宅業務画面（ユーザー） 
図 －１２ ６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

業務選択タブ 

採用業務一覧 

作業ファイル一覧 
ダウンロードボタン 

作業後ファイルの 
アップロードボタン 

作業後ファイルの 
選択ボタン 

ユーザーＩＤ 
入力ボックス 
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（１０）相談画面（ユーザー） 
 

図 ６－１３ 

 

相談選択タブ 

相談内容記入 
ボックス 

相談内容 
送信ボタン 
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（１１）相談への回答画面 
 
 

図 ６－１４ 

 

相談内容およびカウンセラーからの回答表示

ボックス 

相談内容の削除ボタン 
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（１２）在宅業務紹介・募集画面（管理者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

業務紹介選択タブ 

紹介業務一覧 

新規紹介業務名 
入力ボックス 

業務紹介

登録ボタン

 
 

図 ６－１５ 
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（１３）在宅業務情報登録画面（管理者） 
 
 

図 ６－１６ 

 

業務受付期間 
入力ボックス 

業務概要（条件） 
入力選択 
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（１４）業務概要（条件）入力画面 
 
 

図 ６－１７ 

 
 

業務概要（条件） 
入力ボックス 

業務紹介受け付け開始 
登録ボタン 
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（１５）業務作業者選定画面（管理者） 

図

 
 

 ６－１８ 

 
 

業務選択タブ 

応募ユーザー一覧 

採用番号 
入力ボックス 

採用 
確定ボタン 

業務番号 
入力ボックス 作業ファイル 

選択ボタン 
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（１６）業務作業者確認画面（管理者） 
 
 
 

図 ６－１９ 

 

 

業務番号 

採用ユーザーＩＤ 

採用番号 
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（１７）作業完了ファイルの取得画面（管理者） 

図

 
 
 

 ６－２０ 

 

 

ユーザー別 
作業完了ファイル一覧 

 

選択ファイル 
ダウンロードボタン 
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（１８）相談画面（管理者） 
図 ６－２１ 

 
 
 

相談内容 
確認ボックス 

相談の概要 
入力ボックス 

相談への回答（アドバイス） 
入力ボックス 

相談番号 
入力ボックス 

ユーザーへの回答 
送信ボタン 
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７．就業情報提供システムの普及活動 

 

 当事業はＮＰＯ法人あごらで行うものであるが、就業情報提供システム全国の就労支

援組織（自立支援センターなど、母子関連団体）にも適応可能であり、全国普及のため

の拠点モデルを全国２箇所にて行った。 

 具体的には、関西地区１箇所、関東地区１箇所とした。実施内容は以下の通りである。 

  

り 

区：大阪府 貝塚市 

   関東地区：群馬県 太田市 

  

②遠隔による教育訓練・就労支援 

   当事業で構築したシステムを２地区のひとり親家庭の母に参加してもらい、教育

研修、在宅就労を実践した。 

 

①拠点作

   関西地
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７．１ 太田市における就業支援 
（１）サポートチーム及びモニターの設置 

した。 

業場所 

ネットワークを介した情報交換は通信回線を使っ

ないが、これまでにパソコンに触れたことがある人。 

 子供が小さく、長時間、外で働く事が制限される人を優先。 

・モニターの報酬等について 

モニターへの報酬は、モニター協力金を支払う。 
②サポーター 

ＮＰＯ法人あごらから派遣した。 

（２）就業情報提供システムの利用について 
①目的と目標 

拠点モデルで利用する就業情報提供システムは、在宅就労者の能力向上を目

的とした技能アドバイスとインターネットを利用した遠隔による就労支援な

らびにキャリアネットワークのプラットフォームを提供する機能を目指すも

のである。 

母子家庭の子育て支援という側面から、研修手法はインターネットを活用す

ることにより、外出に伴う負担の軽減を目指すこととする。就労支援の手法は、

インターネットを使った就業情報提供システムを整備し、遠隔による在宅就労

の運営管理を行う。 

②所在地 

ＮＰＯ法人あごら東京センター（東京都江東区潮見２－１０－２４）に置く。 

③センター機能 

モニター遠隔技能アドバイス機能 

遠隔就労支援機能 

・事業管理 

業務説明 

・進捗管理 

定期的な進捗状況やモニターとサポーターの活動状況の管理を行う 

①モニター 
・モニター対象地域 

市内に在住するひとり親世帯の母親を全域からモニターとして１０名にお願い

・モニター作

ｅラーニングおよびキャリア

た在宅にて行う。 

・モニターの選考について 

自宅にインターネットが利用可能なパソコンを所有している人。 

パソコンの操作レベルは問わ
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（３）モ ターによる実験 ニ

し、就業のための在宅研修および在宅デー

タ 行した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 モニターは、就業情報提供システムを利用

入力業務を遂

図７－１ ログイン画面 

 

ID・パスワード 
入力ボックス 

ログイン 
ボタン 

トレーニング一覧 

 103



 
図７－２ コミュニケーション画面  
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図７－３ 在宅就業画面  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

業務選択タブ 

採用業務一覧 

作業ファイル一覧 
ダウンロードボタン 

作業後ファイルの 
アップロードボタン 

作業後ファイルの 
選択ボタン 

モニターＩＤ 
入力ボックス 
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（４）就業スキル＆講習会について 
仕事をするに当たって、事前にｅラーニングによる講習を行った。 
下に示すのは、講習を受けるに当たって、実施したアンケートである。 
 

以

 
 
 
 

図７－４ パソコン講習会の参加の有無 

質問1.これまでに他のパソコン講座を受けたことはありますか。

3．有料の講座
を

受講したことが

2．無料の講座
を

受講したことが
ある, 1

と
ない, 6

1．受講したこ

ある, 3
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 図７－５ 就業のために求めているパソコンスキル

質問2.就職・転職にむけて今後身につけたい
パソコン操作技術はありますか。

4

6

2

6

3

0

0

1

0 2 4 6 8

1．ワープロ・表計算応用

2．会計・経理

3．イラスト・デザイン

4．プログラム言語

5．CAD

6．ホームページ作成

7．MOUS・MOT取得

8．その他

（人）

10
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図７－６ スキルアップのための研修が受講可能な時間帯 

質問3.就職・転職のために講座・研修会に通う場合、どの時間
帯だと無理なく受講できますか。

4．土曜（18：00～
21：00の間）, 1

5．日曜（9：00～
18：00の間）, 3

1．平日（9：00～
18：00の間）, 4

3．土曜（9：00～
18：00の間）, 3

 
 
図７－７ スキルアップ研修を選ぶ際のポイント 

質問4.技能・資格のための講座・研修会を受ける際、どのような
点を重視して講座を選びますか。

2

5

1

1

2

0

2

0 2 4 6 8 1

1．就職に当たっての必要性

2．受講費用（無料または低額）

3．受講会場までの通い易さ

4．講座の時間帯

5．周囲から得た情報

6．広報・主催者等の信頼性

7．その他

（人）

0  
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図７－８ 関心のあるスキル（資格・技能など） 

質問5.パソコン以外に興味・関心がある
技能・資格はありますか。

4

4

0

5

0

0

1

0 2 4 6 8 1

1．福祉関連

2．事務関連

3．工業関連

4．語学関連

5．独立・企業関連

6．旅行・ホテル業界関連

7．その他

（人）

0  
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就職・転職のために過去にパソコンの講習会を受講したことがあるか否かの質問に対し

ては、多くのモニターが「参加したことがない」と答えており、「有料の講習会を受講した

ことがある」が３名、「無料の講習会を受講したことがある」が１名という結果であった。

このことから、本事業におけるモニターは、パソコンへのアレルギー間はなく、仕事とし

てのパソコンの利用への体制は整っていたと思われる。 
 
 スキルアップとして今後身につけたいパソコン操作としては、「ＣＡＤの操作」へのニー

ズが多くのモニターから寄せられ、サポーターとのミーティングの中でもＣＡＤの操作技

術の取得を望んでいる傾向があった。特に、太田市の地場での求人要件から見て、３次元

ＣＡＤの操作を身に付けると、有利な条件（就業時間、収入など待遇面）で派遣社員とし

て働けるなど地域的な環境が要因としてあげられる。その他のスキルへのニーズの傾向と

しては、高度な事務処理としてのパソコン操作へのニーズが高くなっていた。 
 
 就職・転職を支援する研修会を選ぶ際のポイントとしては、「受講費用」と答えたモニタ

ーの比率が高く、その他の項目はニーズとしては低い傾向が出ている。従って、職域を広

げるまたは転職をする際にスキルアップを目指すにあたっては、必要な研修は時間を割い

て受講するが、なるべく研修費用は抑えたいとの傾向であると思われる。 
 パソコン以外でのスキルアップに関する質問では、独立・起業のためのスキルを身に付

たいとの意見が多く、その他は、一般的に高収入に結びつく職能へのニーズが高い傾向

を示している。 
 
 集合研修を２日間受講しての評価については、パソコンの経験者及び実務経験者がモニ

ターの仲に多数いたため、パソコンの基本的な操作よりも実務面での演習の項目への関心

が高かった。一方で、在宅就業の体制作りとして「ＦＡＣＥ ＴＯ ＦＡＣＥ」の関係作

り面においては、「新たな人と知り合うことができた」および自由回答意見から目的が達成

できたものと思われる。講座の内容については、物足りなさを感じているモニターが多く、

初心者から中級者を対象としている「キャリアアップ講座」よりも、太田でのモニターの

平均水準は高かったとまとめられる。 
  
 
 
 
 
 
 

け
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（５）研修に対する反応 
 
 ｅラーニングの研修結果に対するモニターの反応は以下である。 
 

図７－９ 集合研修の評価 

質問6.集合研修についてお伺いします。集合研修を受講して、

4

1

2

2．転職に役立ちそう

3．今の仕事に役立ちそう

（人）

感じた項目はなんですか。

7

8

1．就職に役立ちそう

勉強になった

9.PowerPointの勉強になった

6

7

54．口座内容には興味が持てた

5．パソコン操作の勉強になった

6．新たな人と知り合えた

77.Wordの勉強になった

8.Excelの

0 2 4 6 8 10  
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図７－１０ 講座の内容評価 

7.キャリアアップ講座の内容について

6

3

1

1

0

1

1

2

0

1

3

6

6

7

9

0

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講座内容

テキスト

講座の進み具合

練習問題の量

受講人数

良かった やや良かった 普通 やや悪かった 悪かった

 

 
図７－１１ 講座への総合評価 

質問8.今後、キャリアアップ講座のような実務に沿った講座があれば
受講したいですか。

いいえ, 1

はい, 9
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図７－１２ 現在の副業の有無について 

質問10.現在、複数の就業を掛け持ちされていますか。

有り, 3

無し, 7

 
 

図７－１３ 在宅就業への関心 

質問11.在宅就業（パソコンを使った）に関心がありますか。

10

0

0

0 2 4 6 8 10 1

1.関心があり機会が

あればやってみたい

2.関心はあるが

やりたいとは思わない

3.関心がない

（人）

2  
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図７－１４ 実験業務について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７－１５ 実験業務について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質問12.副業としての在宅就業についてどのようなイメージをお持
ちですか。

7

5

0

0

5

3

1

7

1

2

0 2 4 6 8 10

1.単価が安い

2.家事・育児との両立ができる

3.家族に迷惑がかかる

4.通勤の疲労がなくなる

5.職場でのストレスがなくなる

6.働く時間が自由になる

7.仕事を自己管理できるかが不安

8.仕事に孤独感がある

9.安定的な収入が得られない

10.その他

（人）

14.本事業の在宅業務（データ入力）について

0

1

0

0

0

1

0

1

8

7

7

7

1

1

2

2

1

0

1

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入力データの量

作業期間

作業の難易度

作業の説明

多い やや多い ちょうど良い やや短い 短い
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（６）意見・要望 
 
キャリアアップに対する意見・要望欄 

1 

もう少し時間（講座）をやりたかったです。 

親切に教えていただき、ありがとうございます。 

忘れないよう継続していきたいと思っているます。 

2 

以前、会社でワードやエクセルを使っていましたが、

ました。今回のキャリアアップ講座で思い出すことができ、よか

事務職の応募で、”ワード・エクセルのできる方”を見て、自信

自身が持てそうです。それから、アットホームな感じで受講

辞めてから７年間ですっかり忘れてしまい

ったです。今までは求人広告の

がなかったのですが、これからは

が しかったです。 できて楽

3 
いい経験になりました。ありがとうございました。在宅なのに 土日にセミナーをやるのはどうか

と思います。子供もいるし。 

、

4 とても勉強になり、受講できて良かったと思います。説明等も丁寧でわかりやすかったです。 

5   

6   

7 

基礎から丁寧に色いろな事を教えていただき、勉強になりま た。 

パソコン歴は長いのですが、ほとんど独学で操作しているの 以外での

やり方もたくさん勉強させていただきました。 

Power-Point は本当に勉強になりました。とても楽しかったです。 

短い時間でしたが、いろいろな方と話ができ、みんな頑張っているんだなあと思い、刺激になり

まし た。 

し

で、自分でしている操作

た。私も頑張ろうと改めて思いまし

8 

今回、定員１０名との事で参加させていただきましたが、一人一人のパソコンに対する技術、知

、きちんと内容を書

ので良かった

頂たいと思います。 

識がまったく違うため、他の人に迷惑をかけてしまうので、応募するときには

いて、どの程度の人なら参加しても大丈夫なのか明確に掲示して欲しかった。 

講座はインストラクターの先生方が丁寧に指導してくださったのでどうにかできた

です。また、こういった講座を開講していただければ、ぜひ参加させてい

9 とても丁寧に教えていただけたので、良かったです。 

10 
する。社員の人は役

に立

現在、仕事をしている人はキャリアアップ講座はあまり役に立たない気が

つかもしれないが（？）パートだと関係ない。 

  

再就職・転職

1 

時に不都合を感じたり、不便を感じたこと 

子供の病気などのときに時間のやりくり 

2 

め）子供の学校や幼稚

になるのではないか

母子家庭になってから、まだ働いたことがないのですが、（実家にいるた

園の行事の度に休むことができるのか、母子家庭というだけで、不採用

等、不安になります。 

3   
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4   

5 

・子供の急な病気、迎え等の対応（どうにもならないのが現実） 

では？とあきらめモードです。 

やすことができるようになり、もっと、収入を増やし

ップ、現実を目の当たりに・・・。社会に不満を

・年齢が転職するのには、もう無理

・子供が成長し、やっと少し自分に時間を費

たいと思い正社員をと思いましたが社会とのギャ

感じます。 

6   

7 

バイスをして下さる方が欲しいです。 

民間企業ですと、年齢的に正社員として雇用が難しいので、行政機関で積極的に雇用してもら

いたいと思います。一時的な支援ではなく、継続的に就職の支援をして頂けるよう切望いたしま

す。 

ひと言に母子家庭・父子家庭と言われますが、そのおかれている状況は家庭ごとに異なります

ので、色々と話しを聞いてアド

8   

9   

10 

職・転職にはとても良いと思うが、会社は社員として雇用してくれるところは少ない（パート再就

だと生活できない）。 

あの程度のセミナーだとパート事務がせいぜいだ。 
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感想・希望 

ありがとうございました。 

継続して仕事が続けられるようしっかり身に付けたいと思っていますが、与えられたものがこな

せるか不安ですが、サポートしていただけるのでしょうか？ 

1 

2 

うことが大好きなので、楽しく作業ができました。ワープロ検定１級を持っていること

以前勤めていた会社で毎日パソコンを使っていたこともあり、今回のデータ入力作業は１日

パソコンを使

や、

で終了してしまいました。もう少し量があっても良かったです。これからも、在宅業務を続けてい

きたいです。 

3   

4   

5 身近にこのような、事業があると知り、視野が広がりました。 

6   

7 

、参加させていただき、本当に勉強になりましたし、色々な方と話ができ、有意義な講座で

できるという事がわかりました。できれば継続して、在宅業務ができると

ます。 

た、参加させていただき、ありがとうございました。まのこの様な機会がありましたら、ぜひ参

加させてください。 

今回

した。 

また、在宅での仕事が

良いと思いますので、引き続きご支援をお願いいたし

ま

8   

9 
私達ひとり親世帯にとっては、とてもありがたい事業だと思います。これからも、飛躍していって

いただけたらなと思います。 

10 

広報に載っていた情報はとても不親切でした。私は児童扶養手当をもらわず生活できるくらい

収入が欲しいので、ああいう広報の載せ方は期待を持たせる。太田市も母子家庭を支援してく

れるなら、もう少し真剣に考えて欲しい。 
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（７）のまとめ 
ティングやクロージングミーティングを通じて浮き彫りになった課題は、下

記のも

 
 専 間で土日のどちらか１日

を

 本

る

 ネ グなど、キャリアネットワークを構築する活動へは賛同するが、より

すいコンテンツ（操作方法の改善など）を心がけて欲しい 
という地場に根ざした就業スキル（３次元ＣＡＤ、機械ＣＡＤ）が身につくまで

得られる実務または資格の取得など、事業に参加したことが社会で認知される形

が

 
上記

ニ キルを身につけるために

は、日

り、ひ を支援するにあたっては、ニーズにあった就業スキルを時間をか

けて定着させる事業体が求められていることが分かった。 
 
 
 

ネットミー

のがあげられる。 

門的な知識を身につける事業の場合は、２ヶ月程度の中長期

隔週で開催するほうがより自分のものになる 
事業のような終日を使う研修を実施する場合は、託児施設を設けてもらうと気兼ねす

ことなく積極的に参加しやすい 
ットミーティン

使いや

 太田市

を事業の目的にしてほしい 
 収入が

残るほうがより参加への意欲がわく 

のような意見が寄せられ、今後の事業設定等の課題としてまとめられる。また、モ

からの評価と照らし合わせてみても、専門性の高い就業ス

常生活の時間を割いてでも研修会や実務トレーニングに参加したい意欲を持ってお

とり親家庭の就業

ター
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７．２ 貝塚市における就業支援 
（１

た。 
①キャリアアップパソコン講座（E-ラーニングコース） 

 

 

かとよく聞かれるが｢分からないところが分からない｣（全くで

になりたいです。動画も編集できればうれしいで

す。 

す 

 会計報告書や案内等を作成できるようになりたいと思い受講しましたのでよろしくご指導

お願いします 

 短い講座は受けたことがありますが、きちんと系統立てて習っていないのと、普段使って

いないのでついていけるか心配しています。よろしくお願いします 

 以前にも何度かパソコン講座を受けたことがありますが、終了してしまうとパソコンに触れ

る機会がなく殆ど忘れてしまっています。やはり事務職に就くには、家にパソコンがない

とまた使いこなせないとだめでしょうか。１１月で３５歳になる母子家庭です。結婚前は幼

稚園であるバイトをしていましたが、できることなら正社員として雇ってもらえるところが望

ましいです。 

 エクセルをしっかり覚えたいので宜しくお願い致します 

 現在仕事で毎日パソコンを使用しているのですが、データ入力のみで立ち上げや表作

成etcは全然知らず、与えられたデータを表に入れるだけ。それでは他社仕事に移れな

いと思い参加させて頂きました。 

 

 
 

）実施項目 
 貝塚市では以下を実施し

②就業情報支援システムによる実験 
モニターは１２名とした。 

 

（２）事前アンケート 質問・要望 

 キーボードの説明を聞きたいです 

 デジカメで写した映像を送信する 

 パソコンのどこが分からない
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きないから）という感じです。 

 画像を取り込んだ案内書を作れるよう

 Ｅメールでの添付ファイルのつけ方を学びたいです。 

 圧縮・解凍についての知識も身につけたいです。特にダウンロードしてきたファイルの開

き方が知りたいです。(アプリケーションＣＤがなければ見れないことがある場合はどうし

たらよいのでしょうか。） 

 始めて受講します。いろいろやってみたいと思っておりま



（３）ア ケート結果 ン

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 
  

 

 
 

男性

20%

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 

      図７－１６ モニターの属性 

女性

80%

男女別別内訳 

0

4
3 3

1
0

1

2

3

4

5

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代

年代別内訳 
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    図

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       図７－１８ 受講のための情報手段 
 
 
 

質問１－今回受講された動機は何ですか

2

1

1

0

1

0 1 2 3

らCADに興味があったから

4

0

6

4 5 6 7

以前か

転職の為

キャリアアップの一環として

高額なCAD講座を安価な受講料で学べるから 

単に 講料が安かったから受けてみようと思った

今の仕事の幅を広げるため

同じ目的を持った人と知り合えると思ったから

(人）

受

就職のため

７－１７ 受講の動機  

0

1

8）

0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

行政のHP(電子媒体）

広報(紙媒体

知人・友人からの情報

座の案内チラシ

(人）

講

※有効 －

  複数回答可 
回答人数 ８名 

質問２－今回の講座の開催につ 情報手段から知りましたか いてどのような
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質問３－今回の講座の内容についての質問項目に対する評価 

 
 
 
 
 
 
 
  図７－１９  講座に対する評価 
 

7

1

5

1

1

1

6

2

7

1

1

1

4

4

4

2

3

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

講座内容

テキスト

実践問題の量

受講人数

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ･ｻﾎﾟｰﾀｰの数

講座内容に対する受講料の額

2
講座の進み方

安い

やや

安い リーズナブル

やや少

ない
ちょうど良い

やや

多いちょうど良い

ちょうど良い
少ない

かなり

少なす

ちょうど良い やや速い かなり速い

良かった とても良かった普

良かった普通 とても良かった

※有効回答人数－８

名   
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    図７－２０ 研修の希望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図７－２１ 講座の重視点

いいえ
0％

はい
100％

はい

いいえ

質問４－今後、今回の講座のステップアップ版として、実務に沿った講座があれば 
      受講したいと思いますか 

質問５－技能・資格のための講座・研修会を受ける際、どのような点を重視して 
     講座を選びますか        

3

6

3

4

5

4

1

0 1 2 3 4 5 6 7

就・転職にあたっての必要性

受講費用(無料又は低額）　　

受講費用　　　　　　　　　　　　

講座の時間帯

講座の内容

受講会 での通いやすさ

広

その他

2報・主催者の信頼性

場ま

福祉の仕事を手術前にしていたので以前のSkillを生
かした講座を講座を希望す。 

※有効回答人数－８名 
複数回答可

（多少高額でも内容に 
あっていれば) 

（人） 
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質問６－就・転職にむけて今後身につけたいPC操作技術はありますか 

6

2

1

2

   図７－２２ 今後身につけたいＰＣ技術 

   図７－２３ ＰＣ技術以外の関心のある技術 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3

2

1

2

0

2 3 4 5 6 7

Excel・Word応用

会計・経理

イラスト・デザイン

プログラム言語

ーポイント・アクセス

ホームぺージ作成

MOS・MOT取得

デジカ ビデオ画像の編集等

システム ドミニストレーター取得ア

メや

パワ

0 1
※有効回 人

  数回答可   
答 数－９名 

複

質問７－CAD等のPC技術以外に関心がある技能・資格はありますか 

3

6

1

2

0

0

0 1 2 3 4 5 6 7

福祉関連

事務関連

工業関係

語学関連

独立・起業関連

旅行・ホテル業界関連

※有効回答人数－９名 
  複数回答可   
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質問８－講習会を受講する場合、参加しやすい日程はいつですか 

2

3

0
0
0

3

3
2

1
2

1

0

0 1 2 3 4

平日(10:00～16:00)
:00～12:00)
～17:00)

平日(18:00～20:00)
土曜(10:00～16:00)
土曜(9:00～12:00)
土曜(13:00～17:00)
土曜(18:00～19:00)
日曜(10:00～16:00)
日曜(9:00～12:00)
日曜(13:00～17:00)
日曜(18:00～19:00)

平日(9
平日(13:00

 

有効回答人数－8名 
複数回答可 

         図７－２４ 講習会の参加希望時間帯 

 
 

 
 
 
 
 
 

質問9－これまでに他のPC講座を受講したことがありますか。また、受講したこと 
   がある場合は受講回数を教えて下さい   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2

1

1

2

2

0

0

0

0 1 2 3 4

1回

2回

3回

4回

5回以上

無料

有料

10回／20回

3

5

1
0

2

4

6

ある(無料） ある(有料） ない
有効回答人数－9名 

    図７－２５ ＰＣ講座の受講経験 
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（

 最初は出来るかどうか不安だったのですが、丁寧に教えていただいたので本当によ

 全く未経験の為、触れるだけでも勉強になりました。有難うございました。 
 講師の方々にとても親切に教えていただき感謝しています。ありがとうございまし
た。 

 内容は充実していたが、短期の為、時間が足りなかった。でもCADがどういうものか、
入門としてはよくわかった。理解しながら進んだので、今後、自分で。 

 又、CAD講座を開いてほしいです。 
 今回はすごくハードだったけど、よくわかりやすく説明してもらったのでよく理解
できました。もう少し深く勉強したいと思います。 

 大変わきあいあいとして和やかな雰囲気で良かったと思います。今回は自分として
来、又、実践的な講習だったと思います。 

４）研修のアンケート 
 
・

くわかりましたし、少し図面が書けるようになったので嬉しかったです。本当にど

うもありがとうございました。 

・

・

・

・

・

・

も良く理解出
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８.事業の評価 

．１ 就業情報提供システムの社会的な位置づけ 

場 と定義されているものの、ＳＯＨＯのような独立

。し

職に るデータ入力を中心とした在宅就業に大きな可能性と社会的な役割が求めら

 ソコンを活用した在宅就業を行う場合には、事前に準備しておかなければならな

いも

運びができるノート型パソコ

 

アプリケーションソフトウェア】 

業務として使うことがなくても、ある程度使えるようにしておくとよいのが以下の

フトウェアである。仕事の内容によっては、専門的なソフトや、クライアント（業

発注者）の希望に沿ったソフトを用意する必要がある。 

 

表 ８－１ 在宅就業に求められるソフト 
ワープロソフト ワード、一太郎など 

 
８

 

在宅就業とりわけテレワークと呼ばれる形態は、「情報通信技術（ＩＴ）を利用した

所・時間にとらわれない働き方」

（企業）型の就業にのみ注目が集まり、今後の新たな働き方として見られている

かしながら、インターネットの普及や家庭へのパソコンの普及により、これまでの内

変わ

れている。 

パ

のがある。必要な機材として、以下の３つがあげられる。 

 

【パソコン】 

据え置き型のデスクトップ型パソコン、または、持ち

ン等、業務形態に合ったタイプのパソコンを購入する。 

【

ソ

務

表計算ソフト エクセル、ロータス１－２－３など 

ブラウザ インタネットエクスプローラ、ネットスケープナビゲータなど 

メーラー アウトルックエクスプレス、ベッキーなど 

プレゼンソフト パワーポイントなど 

 
【インターネット通信環境】 

 電子メールやインターネットを始めるためにはプロバイダー（接続業者）との契約

が必要である。月々定額でインターネットを常時接続できるサービスが、現在主流に

なりつつある。 

 以上の３点から在宅就業を行うにあたっての設備例として、次表のようなものがあ

げられる。 
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表 ８－２ 在宅就業に求められる通信環境 
端 機器 デスクトップパソコン、ノート型パソコン、携帯情報端末 末

ア

ソフトウェア 

プレゼンテーション、グル

ープウェア 

プリケーション ワープロ、表計算、データベース、

通信・接続関係 ＩＳＤＮ・ＡＤＳＬ等、ターミナルアダプタ、モデム、 

電話：固定電話、携帯電話、ＰＨＳ、ファックス、 

（留守番電話、ボイスメール） 

周辺機器 プリンタ、スキャナ、コピー 

設備 机、椅子、照明器具、スタンド、事務用品 

 

これら、在宅就業に必要な各家庭の環境は多種・多様であり、本システムが果たす

役割はどのポジションに位置づけられるかを明確にしなければいけない。 
 

者へのヒアリングを通じ、地図入力や画像処理（加工）の業務は作業

時

 ・家庭で保有するパソコンには高スペックが求められ、速い速度での通信環境が

プトとしては次のような

タ ゲットが想定される。 

・パソコンの操作 、在宅業務に割く時

コ ザー 

 

ーゲッ 。 

 

在宅就業事業

間に対する報酬（単価）が高いことが明らかになっているものの、以下のような制

約条件がある。 

 

必要となる 

・業務が紹介された際は多くの収入を得られるものの、単価の高い業務は安定し

て提供されていない 

 上記のような課題から、本システムを運用していくコンセ

ー

は初心者（あまりなれていない）であるが

間はあるユーザー 

・次々とパソ ンに費用をかけることができないユー

これらのタ ト像を図示すると次のような位置づけとなる
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表

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ８－３ 就業情報提供システムの位置づけ 

収
入 

技
術

 

ユーザー数 

地

画

多い 

 
 

 

 

レ
ベ
ル

図入力 
像処理 

翻訳 
特殊な文字入力 

多い少ない  

 

純な 
データ入力 

本システムの 
ターゲット 

 
単

 少ない
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８．２ 在宅でのパソコンを利用した仕事・学習の将来 
 
 情報通信技術（ＩＴ）を活用して離れたところで作業することをテレワークという。

現 在宅就業は、情報通信技術（ＩＴ）の発達により、テレワークが得意とする業

務が数多くなっている レンジの将来像となるとテ 業形態とモ

バイルワークが主流を つでもどこでも」という就業 自然に定着す

るこ 想定される。 
また、個々のライフスタイル よって様々な社会問題を解決するヒントを

提起 ている。例えば、女 男性の家庭回帰など男女共同参画社会の実

現、一極集中による交通渋滞の解消、それにともなう排気ガスの減少による 境問題

の改善、労働人口減少の対策、少子高齢化対策、身体障害者雇用対策、家族 係の円

滑化など様々な社会問題を解決する切り口を含んでいる。 
この後紹介するコミュニティー型センターサーバ方式の在宅就業プラ は、

ひとり親家庭の母親が安定的な収入を得て、子育てが健全に行える環境の構築を提案

し である。この考え方は、在宅就業者が自宅でパソコンのインターネットによ

る実務教育が受けられ、実際に仕事を始めてからもこの仕組みを利用して効果を上げ

ることを目的 る。 
 
【技術習得プラットホーム】 
技術習得を自宅でするためには、どのようにすれば効果があがるかという課題があ

。教材は、ｅラーニングというインターネットでのオンライン教育を活用する。ｅ

ーニングには、学習コンテンツの管理、受講者のスキル管理、成績管理、利用状況

理などを行う学習管理システムと学習効果を追求した教材データベースである学習

ンテンツから構成されている。 

  

また、技術習得の教育は、学べばよいというわけではない。孤独な在宅受講者や在

就業者は、自分がどの程度の実力が付いたか不安感をもつ傾向がある。このことを

消するための在宅受講者・在宅就業者同士がコミュニケーションをとれる場が必要

在の

。２０年 レワーク型の就

成し「い 環境がごく

と

し

が

も多様化に

性の社会進出、

環

関

ットホーム

たもの

としてい

 

る

ラ

管

コ

 

 

ｅラーニング

学習管理システム

・学習コンテンツの制御
・個別の学習時間の管理
・個別の点数管理

学習コンテンツ

音声
ガイダンス
で説明

タイミングよく
画像が変化

学習中の参照機能
　確認問題、
　用語集、
　記号資料集、
　ヘルプ

ｅラーニング

学習管理システム

・学習コンテンツの制御
・個別の学習時間の管理
・個別の点数管理

学習コンテンツ

音声
ガイダンス
で説明

タイミングよく
画像が変化

学習中の参照機能
　確認問題、
　用語集、
　記号資料集、
　ヘルプ

図８－１ ｅラーニングの構成 

 

 

宅

解
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である。 のような機能を備えた、画像、音声、文字、チャッこ トをコミュニケーショ

とするＷｅｂ型の教育プラットホームの構築が望まれる。 

割は何らかの形態で導入済みである。e ラーニングの導入の
目

 

②業務特化型ＩＴ教育 
で使用する専用ソフトウェアの利用教育である。地理

することによって待遇面においては有利に働く資

の教育である。ビジネスの基礎知識である「金融・財務・会計・法務等の教育」、企

業独自の業務教育のための「 技術者のような「各種

典文学、一般知識関連・各種素養教育などがこれにあたる。 
 

ン

 
【ｅラーニングの市場概況】 
 ２００２年の市場概況は、市場規模が 200億円から堅調に推移し、2004年には 4000
億規模を想定（NTT経営研究所参考）している。米国の eラーニング市場は現在 1000
億円規模、大手企業の８

的要素は教育の均等配信化と、時間及び空間の負荷の軽減にあり、インターネット

及びＰＣ環境の環境整備が完備しつつあることでより一層の市場への進出が加速して

いる。 
 次にｅラーニングの活用方法について述べる。 
①ＩＴ（情報リテラシ）教育 
仕事でパソコンを利用するための知識を学ぶための教育がＩＴ（情報リテラシ）教

育である。ワープロソフト、表計算ソフト等のビジネスアプリケーション教育や Eメ
ール利用、インターネット閲覧、資料を作成するための画像処理ソフトウェア、その

他、売上、給与などのビジネスアプリケーションなどの教育があげられる。 
 

専門的にかなり特化した業務

情報システム（GIS）やＣＡＤソフトウェアなどの図面入力系ソフトウェアのように
利用する際に専門知識が必要なソフトウェアの教育があげられる。 
 
③ビジネス（資格取得）教育 
仕事をする上で必要な知識や取得

格

企業業務特化型の研修」、情報処理

IT関連の資格修得用教育及び一般資格取得対策教育」などがあげられる。 
 
④学校関連教育 
従来の大学・専門学校・通信教育等の教育方式をｅラーニングに置き換えたり、上級

教育（MBA）、小学校・中学校等のコミュニケーション（学校対学校）教育をｅラー
ニングで実現する。 
【文化教養】 
自己啓発や趣味のように自分の意志で選択する教育である。カルチャースクール、

古
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図８－２ ｅラーニングの位置づけ 

受講者

IT（情報）
リテラシ教育

学校関連教育

文化・教養教育

IT（情報リテラシ）教育
•ワープロソフト、表計算ソフト等のビジネスアプリケーション教育
• Eメール利用、インターネット閲覧
•画像処理ソフトウェア、他のビジネスアプリケーション

IT（情報リテラシ）教育
•ワープロソフト、表計算ソフト等のビジネスアプリケーション教育
• Eメール利用、インターネット閲覧
•画像処理ソフトウェア、他のビジネスアプリケーション

業務特化型IT教育
•専用ソフトウェアの利用教育
• GIS、CADソフトウェア

業務特化型IT教育
•専用ソフトウェアの利用教育
• GIS、CADソフトウェア

ビジネス（資格取得）教育
•金融・財務・会計・法務等の教育
•企業業務特化型の研修
•各種IT関連の資格修得用教育及び一般資格取得対策教育

ビジネス（資格取得）教育
•金融・財務・会計・法務等の教育
•企業業務特化型の研修
•各種IT関連の資格修得用教育及び一般資格取得対策教育

学校関連教育
•大学・専門学校等の教育の置き換え
•上級教育（MBA）
•小学校・中学校等のコミュニケーション（学校対学校）教育

学校関連教育
•大学・専門学校等の教育の置き換え
•上級教育（MBA）
•小学校・中学校等のコミュニケーション（学校対学校）教育

文化教養
・カルチャースクール
・古典文学、一般知識関連・各種素養教育

文化教養
・カルチャースクール
・古典文学、一般知識関連・各種素養教育

ビジネス教育

受講者
管理者

管理者

配信プログラム需要

業務特化IT教育

IT（情報リテラシ）教育
•ワープロソフト、表計算ソフト等のビジネス

受講者受講者

IT（情報）
リテラシ教育

学校関連教育

文化・教養教育

アプリケーション教育
• Eメール利用、インターネット閲覧
•画像処理ソフトウェア、他のビジネスアプリケーション

IT（情報リテラシ）教育
•ワープロソフト、表計算ソフト等のビジネスアプリケーション教育
• Eメール利用、インターネット閲覧
•画像処理ソフトウェア、他のビジネスアプリケーション

配信プログラム需要

業務特化型IT教育
•専用ソフトウェアの利用教育
• GIS、CADソフトウェア

業務特化型IT教育
•専用ソフトウェアの利用教育
• GIS、CADソフトウェア

ビジネス（資格取得）教育
•金融・財務・会計・法務等の教育
•企業業務特化型の研修
•各種IT関連の資格修得用教育及び一般資格取得対策教育

ビジネス（資格取得）教育
•金融・財務・会計・法務等の教育
•企業業務特化型の研修
•各種IT関連の資格修得用教育及び一般資格取得対策教育

業務特化IT教育

ビジネス教育

学校関連教育
•大学・専門学校等の教育の置き換え
•上級教育（MBA）
•小学校・中学校等のコミュニケーション（学校対学校）教育

学校関連教育
•大学・専門学校等の教育の置き換え
•上級教育（MBA）
•小学校・中学校等のコミュニケーション（学校対学校）教育

受講者受講者
管理者

管理者管理者
文化教養
・カルチャースクール
・古典文学、一般知識関連・各種素養教育

文化教養
・カルチャースクール
・古典文学、一般知識関連・各種素養教育

 

 

行政の仕組みづ

りが始まり、図書や図面・地図の整備が行われつつある。また電力、ガス、水道、

は道路管理者などでも大量の図面・地図の整備や維持

管

 
 

【電子化業務の市場規模】 
いま日本では電子政府、電子自治体といったＩＴ化に向けた新しい

く

下水道などの公益事業者さらに

理のためのデータ更新作業が行われている。他方で、紙資源として保存されている

システムのドキュメントや数値データ、膨大な行政文書などはいまだ電子化に手付か

ずの状況が続いており、それらを含めたデータ入力の市場規模は、年間１兆円と予測

されている。 
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８．３ 就業情報提供

 
 就業情報提供システムの構築にあたり、在宅就業・相談業務の事業者へのヒアリン

グ、在宅就業希望者（予備軍）の家庭でのパソコン利用実態（パソコン保有率なども

含む）を知見として得ることができた。また、ＮＰＯ法人あごらの協力のもと、シス

テムのトライアル運用から運用上の課題や拡張を求める要望をヒアリングすることが

できた。 

 ここで、本システム運用を見据え、対応可能な課題を以下に列挙する。 

 

【システムの機能拡張】 

・データ入力の実業務型トレーニングができるコンテンツを拡張する 

→在宅就業者の業務実施時の作業・パソコン操作への慣れを身につけさせる 

・直接的には在宅就業に関係しなくても、ひとり親世帯の自立支援・転職・再就職支

援として高度な職業技能の研修コンテンツを追加する（例えばＣＡＤが操作できる

ようになりたいなど） 

 

【システム運用時の課題】 

在宅業務実施時には、電話での対応を必ず設置する。 

在宅宅作業者が相互に円滑にコミュニケートできるよう、顔を合わせる機会を設け

る。 

 

用していく必要がある。 

システムのインタフェース等利便性の拡充】 

本システムは、パソコンの操作に不慣れなユーザーをターゲットとしてコンテンツ

作成を進めたため、現状においては、在宅就業・在宅でのネット相談の骨格をコン

ンツとしてまとめたものになっている。 

 本システムの利活用は、コンテンツの充実以前にシステムの運用によるサービスの開始

が急務の命題となっているため、現状での在宅就業支援システムの活用を望むものである。

但し、在宅就業事の用務の解説や業務を応募する際の流れなどは、「操作マニュアル」を参

照しながらの利用を想定しているため、画面内の文言や手続きの誘導などユーザーに分か

りにくい箇所が多々見られる。本事項については、運用時にユーザーから寄せられた声を

元にブラッシュアップを図り、本システムの肉付け作業を常時ローロングしていく体制が

必要となる。

システムの今後の課題 

・

・

 

システムの拡張については。現状でも高度な技能を有する在宅就業者の中から協力

者を募り、中長期的なスパンでのシステム拡張を進めていくことが効果があると考え

る。 

 システム運用時の課題に対しては、業務実施の際の留意事項としてシステムを利用

する管理者に要望を出しながらも、トライアルの中で検証できたように在宅就業者の

中に管理者的な役割を担える中間管理者を育成していくこととして、運用時の費用負

担を効果的に利

 

【

 

の

テ
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８．４ 在宅就労支援センターに向けて 
 
 当研究会では、今回作成したシステムをトライアルして、実効性のあるモデルとし

て普及させたいと考えている。その時の基本的な考え方として、常勤雇用ではなく、

テレワークなどの在宅就労に重点を置いた事業展開を図っていきたい。母子家庭の母

の就業ニーズにおいて在宅就業のニーズは高く、これをサポートする体制が是非とも

必要である。 
待するも

である。このことは、子育て支援、新しい雇用創出の基盤整備の核をなすものであ

ては、母子家庭の母のみならず、障害者や高齢者への就労

 

 
 

 

 そのためには、下図のように、在宅就労支援センター（仮称）の設立を期

の

ると考えており、構想とし

支も視野にいれた幅に広い仕組みをねらう。 

 １．母子家庭の母の自立支援策の課題

母子家庭等対策に関する課題
・相当量が母子関連団体への補助など
・ハローワークを通じた求人・就職斡旋は通勤でフルタイムの
仕事が多い等、必ずしも母子家庭にはそぐわない

の経済的な支援に必ずしも結びついていない

 
 ・母子家庭の母

 ２．母子家庭の母の仕事へのニーズ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８－３ 就労支援基盤整備のニーズと展開 

母子家庭の母の仕事へのニーズ
・子育てに時間がかかるのでフルタイムの仕事ができない
・パート就業をしており、第二、第三の仕事で副収入がほしい
・自宅でパソコンを使った仕事をしたい
・仕事を行うためのスキルを覚えたいが時間がない
・土日又は夜間など空いた時間に仕事をしたい

在宅就労支援センターの業務
・スキルアップ・教育訓練
・就労支援（仕事の受注・委託）
・各種相談業務 などの総合支援センター

在宅での就労ニーズが極めて高い

３．在宅就労支援センターの設立

４．在宅就労支援センターの目的

・母子家庭の母への就業体制の確立
・「母子家庭の母の就業に関する特別措置法」による
官公庁などからの業務受注の確保
・母子家庭の母の支援団体、ＮＰＯなどと連携し業務
委託を行う
・障害者、高齢者を含めた在宅就労ニーズにも応える

子育て支援、新しい雇用創出のための基盤整備
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 今回作 したＷｅｂを利用した在宅就業支成 援システムは、その特徴やメリットを生

し、また現場のニーズに照らし合わせて今後さらに展開されることを期待するものか

である。 

 また、下図のように、在宅就労支援に向けた新しい仕組みづくりに本研究が寄与で

きることを願うものである。 

 
 
 
 
 
 

     図８－４ 就労支援モデルの展開 

在宅就労支援セン ー

教育訓練

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タ

教育訓練

相談業務相談業務

在宅就労支援在宅就労支援

官公庁、自治体、公団公
社、公益企業、民間企業

ライフサポート

就業サポート収入の確保

ライフサポート

就業サポート収入の確保

業務発注

業務委託

高齢者高齢者障害者障害者

「母子家庭の母の就業の支援
に関する特別措置法」による
業務委託の促進

・能力に応じた仕事の配布
・入力データのチェック
・その他就業機会の斡旋

インターネット
窓口対応

・適性キャリアの形成
・トライアル雇用の促進
・即戦力の人材育成

・受け入れ雇用口の確保
・ライフケア
・コミュニケーショングループ
の形成

母子家庭母子家庭

母子家庭を支援する団体、
ＮＰＯなど

母と子

就労支援モデル１ 

就労支援モデル２ 

就労支援モデル３ 

就労支援モデルＮ 

・・・・ 
・・・・ 
・・・・ 
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